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が
強
ま
り
、
世
帯
の
構
成
人

数
が
多
い
ほ
ど
負
担
も
急
増

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
保
税
大
幅
引
き
上
げ
！

の
増
税

標
準
的
世
帯
で

年
３
万
６
千
円

６
月
定
例
会
に
て
、
平
成
２７
年
度
の
国
保
税
引
き
上
げ
が
議
決
さ
れ
ま

し
た
。
国
保
会
計
の
財
政
悪
化
に
対
処
す
べ
く
、
町
の
支
援
（
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
れ
）
を
５
千
万
円
、
貯
金
の
取
り
崩
し
（
基
金
か
ら
の
繰
入

れ
）
を
１
千
万
円
投
入
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
約
２
千
万
円
の
不
足
が
生

じ
、
被
保
険
者
で
あ
る
国
保
加
入
者
の
み
な
さ
ま
に
負
担
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
生
活
へ
の
影
響
は
？

健
康
保
険
制
度
を
大
ま
か

に
分
け
る
と
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
が
加
入
す
る「
組
合
健
保
」

や
「
協
会
け
ん
ぽ
」、
公
務

員
が
加
入
す
る
「
共
済
組

合
」、
自
営
・
農
林
業
者
や

無
職
者
が
加
入
す
る
「
市
町

村
国
保
」
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ど
の
保
険
制
度
で
も
７５

歳
以
上
に
な
る
と
全
員
が
自

動
的
に
「
後
期
高
齢
者
医

療
」
制
度
に
切
り
替
え
加
入

し
ま
す
。
今
回
の
増
税
は
市

町
村
が
管
轄
す
る
「
国
保
」

に
対
す
る
も
の
で
、
町
内
の

加
入
者
３
千
８
１
３
人
（
２

千
１９
世
帯
）
の
方
々
に
増
税

さ
れ
ま
す
。

国
保
と
健
保
の
違
い
〜「
所
得
」と「
扶
養
」

国
保
と
健
保
で
は
保
険
料

の
算
出
方
法
が
大
き
く
異
な

り
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が

加
入
す
る
健
保
な
ど
で
は
毎

月
の
給
与
に
基
づ
い
て
算
出

さ
れ
ま
す
の
で
、
稼
ぐ
収
入

だ
け
が
計
算
の
基
準
で
す
。

中
小
企
業
が
加
盟
す
る
協
会

け
ん
ぽ
で
は
長
野
県
の
保
険

料
率
は
９
・
９１
％
で
あ
り
、

会
社
と
半
額
ず
つ
負
担
し
ま

す
（
労
使
折
半
）
の
で
、
月

収
３０
万
円
な
ら
ば
毎
月
１
万

５
千
円
ほ
ど
（
年
額
１８
万
円

ほ
ど
）
の
保
険
料
を
負
担
し

ま
す
。

一
方
、
国
保
は
①
所
得
に

対
し
て
１２
・
１２

３５
％
、
②
固
定

資
産
に
対
し
て
２９
・
６
％
、

③
世
帯
に
つ
き
２
万
７
６
０

０
円
、
④
加
入
者
一
人
に
つ

き
３
万
４
千
円
の
保
険
料
が

発
生
し
ま
す
。
つ
ま
り
保
険

料
の
算
出
に
、
健
保
は
収
入

の
み
を
使
う
の
に
対
し
、
国

保
は
所
得
を
含
め
４
つ
の
基

準
を
使
い
ま
す
。

ま
た
、
健
保
で
は
家
族
を

扶
養
者
と
し
て
加
入
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
扶
養
さ

れ
る
家
族
の
収
入
に
も
よ
り

ま
す
が
、
一
定
額
以
内
で
あ

れ
ば
追
加
の
負
担
金
は
発
生

し
ま
せ
ん
。
一
方
、
国
保
に

は
「
扶
養
者
」
と
い
う
考
え

方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

で
も
高
齢
者
で
も
収
入
が
あ

る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
一
人

あ
た
り
３
万
４
千
円
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

実
際
に
は
い
く
ら
の
増
税
に
な
る
の
か
？

こ
の
よ
う
に
国
保
の
保
険

税
の
算
出
は
世
帯
の
所
得
や

資
産
、
構
成
人
数
に
応
じ
て

計
算
さ
れ
ま
す
。
低
所
得
者

向
け
の
軽
減
措
置
も
あ
る
の

で
一
律
に
は
表
現
で
き
ま
せ

ん
が
、今
回
は
一
人
あ
た
り
、

世
帯
あ
た
り
の
税
額
も
大
き

く
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
所
得
に
対
し
て
逆
進
性

保険税の引き上げ状況

平成２７年度平成２６年度平成２５年度

１２．３５％１１．０％９．５４％所得に対して

２９．６％２９．６％２９．６％資産に対して

２７，６００円２３，６００円２３，６００円一世帯あたり

３４，０００円３１，３００円３１，３００円一人あたり

※医療分・後期高齢者支援金分・介護分の合計値

本年度の保険税年額シミュレーション

６５歳２人家族４０歳４人家族世帯構成

年金３００万円給与３２０万円収入

１８０万円２００万円計算上の所得

１７８，０００円３１４，０００円Ｈ２６年度年額

２０６，０００円３５０，０００円Ｈ２７年度年額

２８，０００円３６，０００円引き上げ幅

１５.７％１１.５％引き上げ率
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の
赤
字
傾
向
が
慢
性
化
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
住
民
の
医

療
費
を
抑
え
る
努
力
や
健
康

づ
く
り
の
実
績
は
加
味
さ
れ

ま
せ
ん
。

H27年度
－1億360万円

3700万円
国保加入者の医療収支は黒字傾向

赤字が続く後期高齢者医療への負担金差額

国
保
に
は
ど
ん
な
人
が
加
入
し
て
い
る
？

勤
務
先
の
社
会
保
険
制

度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
な
ど
の

世
帯
は
、
組
合
健
保
や
協
会

け
ん
ぽ
、
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
ま
す
。「
国
保
」
は

そ
れ
以
外
の
住
民
で
あ
る
自

営
業
者
や
農
林
業
者
な
ど
の

保
険
制
度
と
し
て
始
ま
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
生
産
人
口

住
民
の
大
部
分
が
給
与
所
得

者
で
あ
り
、
自
営
・
農
林
業

者
数
は
激
減
し
て
い
る
の
で
、

本
来
の
加
入
者
は
ご
く
わ
ず

か
と
言
え
ま
す
。

松
川
町
の
国
保
加
入
者
は

全
人
口
の
２７
・
７
％
、
世
帯

数
の
４３
・
６
％
で
す
が
、
実

は
６０
～
６０

７４
歳
ま
で
の
加
入
者

が
５２
・
５
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
勤
務
先
を
退
職
し
て
会

「
健
康
づ
く
り
の
松
川

町
」だ
っ
た
の
で
は
？

ご
存
じ
の
と
お
り
、
松
川

町
は
健
康
増
進
に
大
変
力
を

入
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、県

下
で
も
医
療
費
が
低
く
抑
え

ら
れ
て
い
る
ト
ッ
プ
グ
ル
ー

プ
に
属
し
ま
す
。
社
会
全
体

の
高
齢
化
に
よ
り
医
療
費
が

高
騰
す
る
な
か
、
松
川
町
の

順
位
は
堅
調
に
更
新
し
て
お

り
、
健
康
づ
く
り
へ
の
住
民

の
高
い
意
識
が
反
映
さ
れ
た

７５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
費
を
負
担
し
て
い
る

７５
歳
以
上
に
な
る
と
誰
も

が
加
入
す
る
「
後
期
高
齢
者

保
険
」
制
度
が
平
成
２０
年
よ

り
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
か
か
っ
た
医
療
費
に

対
し
、１
割
は
自
己
負
担
、

５
割
は
国
県
市
町
村
が
負

担
、
そ
し
て
残
り
の
４
割

を
、
組
合
健
保
・
協
会
け

ん
ぽ
・
共
済
組
合
・
国
保

な
ど
の
加
入
者
が
負
担
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
７５
歳

以
上
の
高
齢
者
の
医
療
費

の
４０
％
を
主
に
現
役
世
代

の
保
険
料
で
支
払
っ
て
お

り
、
今
回
の
増
税
の
大
き

な
要
因
で
も
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
へ

の
負
担
金
は
住
民
の
所
得

や
人
口
規
模
に
よ
り
計
算

さ
れ
、
毎
年
１
億
円
ほ
ど

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
他
人
事
で
は
な
い
？

後
期
高
齢
者
保
険
制
度

へ
の
負
担
金
は
、
組
合
健
保

や
共
済
組
合
な
ど
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
に
も
影
響
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
全
国
的
に
み
る
と
平

成
２４
年
度
に
は
負
担
金
に

よ
っ
て
、
７４
％
の
組
合
が
赤

字
決
算
に
転
落
、
４
割
の
組

合
が
保
険
料
率
を
引
き
上
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
経
常
的
な

経
費
を
保
険
料
収
入
で
賄
え

て
い
な
い
組
合
は
、
全
組
合

の
４５
・
４
％
に
の
ぼ
り
、
組

合
を
解
散
し
て
協
会
け
ん
ぽ

に
移
行
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

国
保
の
将
来
〜
広
域
化
で

問
題
は
解
決
す
る
の
か
？

平
成
３０
年
度
よ
り
、
国
保

は
現
在
の
市
町
村
管
轄
か
ら

長
野
県
に
よ
る
統
合
・
一
本

化
へ
移
行
す
る
計
画
が
進
行

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

市
町
村
は
単
独
の
財
政
運
営

の
必
要
が
な
く
な
り
、
県
か

ら
示
さ
れ
た
負
担
金
を
加
入

者
住
民
に
割
り
振
り
、
徴
収

を
代
行
す
る
の
み
と
な
り
ま

す
。
松
川
町
の
よ
う
に
医
療

費
を
抑
え
る
た
め
に
住
民
が

一
丸
と
な
っ
て
健
康
づ
く
り

に
邁
進
し
て
き
た
市
町
村
が

ど
の
程
度
保
険
料
を
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

ま
だ
明
確
な
指
針
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。
市
町
村
の
努

力
に
応
じ
た
評
価
が
な
さ
れ

る
の
か
は
、
今
後
の
私
た
ち

の
重
要
な
課
題
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

国保加入者一人あたりの
医療費ランキング（松川町）

順位年度

５８位Ｈ２３

６５位Ｈ２４

６７位Ｈ２５

６９位Ｈ２６

（県下７７市町村中の順位）

社
の
健
保
組
合
な
ど
を
脱
退

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
保

に
加
入
し
た
ケ
ー
ス
が
多
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
今
の

国
保
は
、「
前
期
高
齢
者
の

た
め
の
保
険
制
度
」
と
い
う

側
面
が
色
濃
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
実

際
に
加
入
者
の
医
療
費
収
支

は
黒
字
が
続
い
て
お
り
、
平

成
２７
年
度
予
算
で
も
約
３
７

０
０
万
円
の
プ
ラ
ス
に
な
り

ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、な

ぜ
増
税
が
必
要
な
の
で
し
ょ

う
か
。
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国
保
税
２
年
連
続
引
上
げ

国
保
税
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
加
入
者
に
よ
っ
て
引

き
上
げ
幅
は
異
な
り
ま
す
が
、

全
体
平
均
で
約
５
・
４
％
の

増
加
と
な
り
ま
す
。

（
詳
細
は
２
・
３
ペ
ー
ジ
の

特
集
に
）

反
対
討
論

国
保
は
実
質
的
に
退
職

し
た
高
齢
者
の
受
け
皿
と

な
っ
て
い
る
の
で
福
祉
事
業

と
考
え
る
べ
き
だ
。
２
年
連

続
で
税
率
が
上
昇
し
て
い

る
の
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
額
を
増
額
し
な
い
の

は
、
こ
れ
以
上
支
援
し
な

い
と
い
う
事
か
。
町
長
は
今

議
会
で
国
保
に
対
し
て
一
切

発
言
し
て
い
な
い
。
加
入

者
の
医
療
収
支
は
黒
字
で
あ

り
、
国
保
税
増
加
の
要
因

は
外
部
へ
の
負
担
金
上
昇

で
あ
る
。
外
部
要
因
に
よ

る
負
担
増
分
は
町
が
支
援
す

る
べ
き
だ
。

（
黒
澤
哲
郎
議
員
）

本
来
、
税
の
引
き
上
げ

と
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
。
万

策
尽
き
た
後
の
増
税
案
で
な

け
れ
ば
住
民
の
納
得
は
得

ら
れ
な
い
。
引
き
上
げ
幅

が
平
均
５
・
４
％
な
ら
ば
、

子
育
て
世
代
な
ど
の
中
間
所

得
層
は
実
質
１０
～
１０

２０
％
の

増
税
と
な
り
最
も
打
撃
を

受
け
る
。
昨
今
の
経
済
状

況
で
は
増
税
分
に
見
合
う
急

激
な
賃
金
上
昇
は
見
込
め
な

い
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
額
を
増
や
す
な
ど
ま

ず
は
他
の
道
を
探
る
べ
き
だ
。

（
松
井
悦
子
議
員
）

導
入
の
選
択
は
？
太
陽
光
発
電

発
電
事
業
特
別
会
計
が

新
設
さ
れ
ま
す
。
名
子
中

央
保
育
園
に
続
き
、
学
校

な
ど
町
内
施
設
の
屋
上
に
太

陽
光
発
電
施
設
を
設
置
運

用
し
ま
す
。

質
問

施
設
の
新
規
パ
ネ

ル
設
置
に
あ
た
り
、
前
例

の
あ
る
パ
ネ
ル
メ
ー
カ
ー

を
変
更
し
た
理
由
は
。
ま

た
、
入
札
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
と
し
た
こ
と
の
理

由
は
。

答
弁

経
産
省
や
中
電
関

係
者
か
ら
の
情
報
参
考
に
費

用
と
効
果
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
っ
て
メ
ー
カ
ー
を
変
更

し
た
。
高
所
の
設
置
工
事

が
予
想
さ
れ
安
全
性
の
確
保

も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
て

業
者
を
選
定
し
た
い
。

使
っ
て
く
だ
さ
い
町
営
施
設

町
営
の
施
設
の
利
用
料

が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

２６
年
度
補
正
予
算
で
は
、町

民
体
育
館
２
万
７
千
円
の

減
、
温
水
プ
ー
ル
４５
万
７

千
円
の
減
、
パ
タ
ー
ゴ
ル

フ
な
ど
１
７
１
万
５
千
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

質
問

町
営
の
施
設
利
用

料
に
増
減
が
あ
る
。
ま
つ
か

わ
の
里
で
は
軒
並
み
減
少
傾

向
だ
が
少
年
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ

ト
サ
ル
な
ど
屋
内
ス
ポ
ー

ツ
は
大
幅
増
加
で
あ
る
。

世
代
と
ニ
ー
ズ
の
変
化
を

ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

答
弁

サ
ッ
カ
ー
関
連
は

好
調
で
利
用
率
は
前
年
比

５９
％
も
ア
ッ
プ
し
た
。
高
齢

者
福
祉
・
健
康
増
進
の
一

環
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
振

興
し
町
営
施
設
の
利
用
増

加
に
つ
な
げ
た
い
。
ま
つ

か
わ
の
里
周
辺
の
施
設
に
つ

い
て
は
方
向
転
換
を
図
る
時

期
に
来
て
い
る
と
考
え
る
。

夢
を
切
り
開
く
若
者
支
援

高
校
生
・
大
学
生
を
対

象
と
し
た
奨
学
金
制
度
の
利

用
が
増
え
て
い
ま
す
。

質
問

奨
学
金
の
運
用
状

況
は
。

答
弁

本
年
度
新
た
に
高

校
生
２
人
・
大
学
生
５
人
の

利
用
が
あ
り
、
全
体
で
高

校
生
４
人
・
大
学
生
１８
人
へ

の
貸
与
を
実
施
し
て
い
る
。



視
点
で

チ
ェ
ッ
ク

5
月
臨
時
会

6
月
定
例
会
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ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
準
備
開
始

く
だ
も
の
を
加
工
し
た

デ
ザ
ー
ト
開
発
を
進
め
る

た
め
に
、１
４
８
万
９
０
０

０
円
の
備
品
を
購
入
し
ま

す
。

質
問

農
村
観
光
交
流
に

関
す
る
費
用
と
し
て
冷
凍
冷

蔵
庫
と
調
理
器
具
を
購
入

す
る
目
的
と
活
用
の
見
通
し

は
。

答
弁

財
源
は
県
の
元
気

づ
く
り
支
援
金
で
三
分
の
二

を
賄
う
。
果
樹
１
０
０
周

年
を
契
機
に
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ

エ
リ
ー
開
発
に
取
り
組
む
。

町
内
の
グ
ル
ー
プ
と
協
力
連

携
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

迫
る
国
保
広
域
化

そ
の
時
ど
う
な
る
？

国
保
会
計
は
平
成
３０
年

度
を
も
っ
て
、
県
に
一
本

化
・
統
合
さ
れ
ま
す
。

質
問

平
成
３０
年
に
県
管

轄
で
広
域
化
さ
れ
る
が
、

松
川
町
が
健
康
増
進
・
予

防
活
動
な
ど
医
療
費
を
低
く

抑
え
る
努
力
を
積
み
重
ね

て
き
た
こ
と
は
負
担
金
の

算
定
な
ど
の
際
に
評
価
さ

れ
る
の
か
。

答
弁

ま
だ
手
探
り
の
状

態
だ
と
聞
い
て
い
る
が
、

急
激
な
医
療
費
高
騰
に
対

応
す
べ
く
基
金
設
立
の
検
討

が
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
厚

労
省
は
３
４
０
０
億
円
の

低
所
得
者
支
援
を
打
ち
出

し
て
お
り
、
法
改
正
が
確

定
し
た
際
に
は
、
こ
の
制

度
も
う
ま
く
活
用
・
併
用

し
な
が
ら
松
川
町
が
あ
る

べ
き
着
地
点
を
探
り
た
い
。

健
脚
の
祭
典
に

寄
せ
る
期
待

秋
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

実
施
準
備
の
た
め
、
臨
時

職
員
人
件
費
と
し
て
９９
万

２
千
円
を
追
加
し
ま
す
。

質
問

３
月
当
初
予
算
の

人
件
費
計
画
な
ど
で
は
不

足
が
生
じ
た
な
ど
の
問
題

が
あ
っ
た
の
か
。

答
弁

人
材
の
確
保
に
難

航
し
た
が
、
臨
時
職
員
で

対
応
で
き
た
の
で
６
カ
月

分
の
人
件
費
を
計
上
し
た
。

夏
の
夜
空
に
舞
う
光

北
小
学
校
で
進
め
ら
れ
て

い
る
ホ
タ
ル
の
飼
育
事
業
に

関
連
費
用
３０
万
９
０
０
０

円
を
追
加
し
ま
す
。

質
問

ホ
タ
ル
飼
育
事
業

（
蛍
の
会
）
に
対
す
る
教
育

委
員
会
の
か
か
わ
り
は
。

答
弁

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

助
成
事
業
と
し
て
取
り
組

み
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者

に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
進

め
て
い
る
。
今
回
経
験
者

に
よ
る
講
師
謝
金
な
ど
を
計

上
し
た
。

健
康
づ
く
り
努
力
の
成
果
？

国
保
特
別
会
計
で
は
、高

額
な
医
療
費
急
増
に
備
え
る

た
め
に
「
国
保
連
合
会
」

へ
拠
出
金
を
支
払
い
、
実

績
に
応
じ
て
交
付
を
受
け

て
い
ま
す
。
２６
年
度
補
正

予
算
に
て
負
担
す
べ
き
拠
出

金
が
８
０
０
万
円
減
少
し

ま
し
た
。

質
問

１
件
３０
万
円
以
上

の
高
度
医
療
に
備
え
る
負
担

金
が
減
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
町
民
の
健
康
状
態
が

好
転
し
て
い
る
と
判
断
で

き
る
の
か
。

答
弁

高
額
医
療
の
件
数

や
額
が
当
初
見
込
ん
で
い
た

予
想
よ
り
も
下
回
っ
て
き
た

結
果
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
当

初
予
測
と
の
差
異
で
あ
る
。

介
護
予
防
に
力
を
入
れ
る

介
護
特
別
会
計
に
て
要

支
援
１
、
２
の
方
を
対
象

と
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

料
収
入
が
３６
万
１
千
円
増

加
し
ま
し
た
。

質
問

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

が
増
加
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
要
支
援
者
が
増

加
傾
向
に
あ
る
の
か
。

答
弁

要
支
援
者
は
増
え

た
が
、
よ
り
症
状
が
進
ん

だ
要
介
護
者
と
な
る
歯
止
め

と
な
っ
て
お
り
、
町
全
体

の
要
介
護
者
の
縮
小
に
つ
な

が
る
と
認
識
し
て
い
る
。
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調査・研究

本格的スポーツ施設として提案があった青

年の家グラウンドの現地視察、移転に伴う中

央公民館のネットワークの確認、町民体育館

の自家発電装置を視察、青年の家の今後の活

用には更に深い議論が必要だとの意見があり

ました。

月１２日（金）に産業建設常任委員会を開催し、

各委員会ごとに現地調査を実施しました。

審査を分担し能率的に処理するために設置された機関です。

①結婚・未来支援講座の広告料76万

6000円は高額過ぎるのでは。

②集落支援嘱託職員賃金１００万円、

その選定基準と今後の展望は。

③固定資産税画地区分調査に伴う影

響の町民周知はどのようにしてい

くのか。

④教育費の奨学金は高校２万円、大

学３万円でかなり少ない。人材育

成として地元に就職した人は返済

を免除するといったことはできな

いか。

⑤後期高齢者支援金と共同事業拠出

金に合わせて５億７０００万円。町民

の医療費を抑制する努力が国保会

計に反映されていない。国の制度

不備ではないか。

①事前にプレ講座を開催して、その内容を踏まえ広

域的なエリアで参加者を募る。業者任せではなく

町に合った形で精査していく。

②生東地域を中心に活動しているアドバイザーと相

談して、実績と地域との信頼の厚さを基準とした。

「生東を考える会」の積み重ねの中から方向性を

生み出していく。

③画地のとり方や条件などで固定資産税に影響がで

てくるのでトラブルにならないように、評価替え

の平成３０年までに丁寧に説明しながら進めていく。

④ストップ人口急減社会プロジェクトチームの総合

的な改革のなかで確実に見直し、結論を出してい

く。

⑤「共同安定化事業」のなかで金額が決定されるも

のが多分にあり、医療費の抑制に伴って反映され

る設計にはなっていない。平成３０年の広域化に向

けて、「保険者努力支援制度」を創設する。その

ためのワーキングに松川町も入り訴えていく。

質問・意見ห



૯  ࣾ ձ
ৗҕһձ



7 松川町議会だより 2015.7.15 No.128



①中央小学校西側の町営住宅解体の

土地利用は。

②林業振興費、崩落対策補正はどこ

へ使われるのか。

③果樹栽培100周年記念事業や祝賀

会の規模などの様子は。

④観光交流センター費の冷凍冷蔵庫、

調理器具などの内容説明を。

ཁ望 従来からの流れのなかだけの

対応で進めるのではなく、若いグ

ループの育成も考え進めるべきだ。

付随して設置場所の考慮を。

①中央小学校校門の前駐車場は、満杯状態で子ども

たちの通学における危険の緩和を図るため駐車場

として利用したい。

②崩落状況の特に大きな所が、柄山地籍の林道間沢

線と林道菖蒲沢線で、春先気温の緩みで法面の土

砂などが林道へ落ちている。きのこ山でもあり土

砂を外へ運び出す必要があり、予算不足分となり

今回補正をお願いした。

③果物フォーラムは８月３日の月曜日開催で二部構

成になっており、一部は１６時からパネルディス

カッション、二部は１８時から２０時までフルーツ

パーティーの予定。公募５０人と実行委員会・関係

者で合計１００人。記念式典は７０人で１０月６日開催予

定である。

④果樹栽培１００周年の事業として購入を計画。昨年

はフルーツジュエリーを蓮田市ランブラットさん

の協力のもと、松川町産果物を使い作ってきた。

今年から松川町が作るため、地域づくり協力隊事

業の一環として取り組む。その製造過程で冷蔵冷

凍庫が必要となり購入を計画した。

今後の課題として若手グループの育成がある。

設置場所は内部で協議し決定していく。

調査・研究

委員会審議終了後、現地視察として４月１５

日の降雹被害の現地調査、青年の家、植樹祭

開催場所確認、町道大草線橋梁工事の迂回路

計画現地視察、唐沢川改修工事予定場所の視

察、町道神護原線工事進捗状況視察を行いそ

れぞれ担当課からの説明を受けました。

質問・意見 ห

６月１０日（水）に総務社会常任委員会、６

付託された案件の審議と議員間討議を行い、

※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ専門部門別に分け、
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下伊那北部火葬場完成下伊那北部火葬場完成下伊那北部火葬場完成下伊那北部火葬場完成下伊那北部火葬場完成下伊那北部火葬場完成

そ
の
後
、
松
川
町
で
は
火

葬
場
問
題
は
組
合
に
対
す
る

不
信
感
が
強
く
、
し
ば
ら
く

放
置
さ
れ
進
展
が
な
か
っ
た
。

２３
年
８
月
に
な
っ
て
、組
合
は

よ
う
や
く
腰
を
上
げ
、５
町
村

の
住
民
代
表
の
参
加
を
お
願

い
し
て
、火
葬
場
設
置
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
基

本
構
想
と
設
置
候
補
地
の
選

定
方
法
を
検
討
し
、
１２
月
に

は
検
討
内
容
の
説
明
が
あ
っ

た
。
同
時
に
各
町
村
で
は
候

補
地
推
薦
の
た
め
の
作
業
が

進
み
、
４
町
村
で
５
か
所
の

推
薦
が
あ
っ
た
。
松
川
町
は
、

生
田
福
与
の
大
平
地
籍
を
推

薦
。
町
が
本
気
に
な
り
、
倉

平
地
籍
な
ど
で
住
民
説
明
会

を
開
く
な
ど
し
て
、
誘
致
に

本
腰
を
入
れ
た
。

各
項
目
を
点
数
に
よ
っ
て

評
価
す
る
方
法
で
設
置
検
討

委
員
会
で
の
検
討
結
果
は
、

福
与
地
区
は
二
番
手
の
評
価

で
落
選
、
結
局
高
森
町
吉
田

の
小
沼
地
区
が
第
一
候
補
と

し
て
選
定
さ
れ
た
の
が
２４
年

２
月
だ
っ
た
。
８
月
に
は
５

町
村
の
住
民
代
表
・
副
町
村

長
・
副
議
長
に
よ
る
火
葬
場

施
設
建
設
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
基
本
計

画
、
基
本
設
計
が
ま

と
め
ら
れ
た
。
組
合

に
お
い
て
入
札
行
為

を
し
、
組
合
議
会
の

議
決
を
受
け
正
式
決

定
し
た
。
施
設
概
要

と
し
て
、
敷
地
面
積

９
９
３
０
㎡
、
延
床

面
積
１
０
６
７
・
８９

㎡
、火
葬
炉
２
基
、霊

安
室
１
室
、待
合
室

２
室（
一
室
３６
人
）、

待
合
ロ
ビ
ー
、多
目
的
ト
イ
レ

２
室
を
設
置
。入
札
の
結
果
、

実
施
設
計
業
務
・
施
設
建
設

工
事
管
理
業
務
を
叙
エ
ー

シ
ー
エ
ー
設
計
・
環
境
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
共
同
企
業
体
へ
、

敷
地
造
成
工
事
・
火
葬
場
施

設
建
設
工
事
を
神
稲
建
設
叙

へ
、
火
葬
炉
は
富
士
建
設
工

業
叙
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
と
契
約

を
交
わ
し
た
。
２６
年
６
月
に

起
工
式
を
執
り
行
い
、
当
初

出
水
が
多
く
難
渋
し
た
が
、

工
事
は
順
調
に
進
み
２７
年
５

月
２９
日
に
竣
工
検
査
、
引
き

渡
し
が
完
了
し
た
。

下
伊
那
北
部
５
町
村（
松

川
町
・
高
森
町
・
喬
木
村
・
豊
丘

村
・
大
鹿
村
）で
は
平
成
２１
年

６
月
に
火
葬
場
設
置
の
検
討

を
主
目
的
と
し
て
、
下
伊
那

北
部
総
合
事
務
組
合
を
設
立

し
た
。
こ
の
時
点
で
い
く
つ

か
の
建
設
候
補
地
が
取
り
ざ

た
さ
れ
、
松
川
町
郷
原
の
郷

頭
山
が
有
力
候
補
地
と
さ
れ

た
。
町
を
中
心
に
誘
致
に
乗

り
出
し
、
地
元
郷
原
地
区
に

も
誘
致
の
た
め
の
委
員
会
が

設
立
さ
れ
何
回
か
の
事
務
組

合
と
の
話
し
合
い
が
持
た
れ

た
。し
か
し
突
然
組
合
よ
り
白

紙
撤
回
の
通
告
が
さ
れ
、松
川

町
議
会
で
も
納
得
が
い
か
ず
、

時
の
組
合
管
理
者
で

あ
る
喬
木
村
の
大
平

村
長
を
呼
ん
で
話
し

合
い
を
持
っ
た
。
会

議
の
な
か
で
も
対
応

の
ま
ず
さ
の
お
詫
び

が
あ
っ
た
だ
け
で
、

白
紙
撤
回
と
な
っ
た

真
意
は
何
一
つ
判
明

せ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な

憶
測
を
呼
ぶ
原
因
と

な
っ
た
。

生田福与地籍の候補地

建設地となった高森町吉田小沼地籍

下伊那北部火葬場「五稜の森」

建
設
費
用
は
別
表
の
よ
う

に
な
る
。
当
初
こ
れ
ほ
ど
の

費
用
が
掛
か
る
予
想
は
し
て

い
な
か
っ
た
。
施
設
建
築
費

は
入
札
価
格
よ
り
抑
え
ら
れ

た
が
、
用
地
補
償
や
関
連
整

備
費
が
予
想
以
上
に
膨
ら
ん

だ
。
必
要
以
上
の
用
地
の
取

得
も
要
因
だ
が
、
迷
惑
施
設

と
し
て
の
認
識
が
強
い
施
設

ゆ
え
に
、
地
元
へ
の
思
い
や

り
予
算
も
大
き
く
な
っ
た
よ

う
に
思
う
。
駐
車
場
は
概
ね

５
６
０
㎡
、
下
の
平
の
緑
地

完
成
ま
で
の
経
緯

建
設
費
と
負
担
割
合



9 松川町議会だより 2015.7.15 No.128

特集特集五稜の森
紆余曲折
ものがたり
紆余曲折
ものがたり

組
合
で
は
事
業
費
の
試
算

を
出
し
て
い
る
。
平
成
３０
年

を
基
準
に
し
て
見
る
と
、
利

用
者
が
５
７
６
人
。
２
万
円

の
利
用
料
で
試
算
。
火
葬
炉

設
備
経
費
が
１
４
７
５
万

円
、
管
理
一
般
経
費
が
１
６

７
３
万
円
、
合
計
３
１
４
８

万
円
が
一
年
間
で
必
要
と
な

る
。
こ
の
う
ち
環
境
影
響
測

定
費
や
修
繕
費
、
保
険
料
な

ど
の
単
独
支
出
経
費
が
３
８

７
万
円
あ
る
。
合
計
額
よ
り

こ
れ
を
差
し
引
い
て
更
に
利

用
料
の
１
１
５
２
万
円
を
差

し
引
い
た
額
が
指
定
管
理
対

象
経
費
で
あ
る
。
単
独
経
費

と
合
わ
せ
て
１
５
３
９
万
円

が
年
間
５
町
村
で
負
担
す
る

額
に
な
る
。
先
の
負
担
割
合

で
計
算
す
る
と
松
川
町
は
４

６
５
万
円
の
拠
出
に
な
る
。

施
設
を
運
営
す
る
指
定
管

理
者
は
公
募
の
結
果
「
特
定

非
営
利
法
人

飯
田
葬
祭
事

業
組
合
」
に
決
定
し
た
。
飯

伊
の
葬
祭
事
業
者
７
社
で
組

織
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
、
飯

田
斎
苑
を
受
託
し
て
い
る
組

合
で
あ
る
。

火
葬
時
間
割
は
最
初
が
８

時
半
、
次
が
９
時
１５
分
、
火

葬
・
冷
却
・
収
骨
・
清
掃
の

繰
り
返
し
で
一
日
６
組
ま
で

利
用
で
き
る
。
最
終
６
組
目

は
２
時
４５
分
に
始
ま
り
、
収

骨
終
了
が
４
時
１５
分
に
な

る
。施

設
の
愛
称
は
「
五
稜
の

森
」
に
決
定
。
五
は
北
部
五

町
村
を
表
し
、
亡
く
な
ら
れ

た
方
が
故
郷
の
山
の
稜
線
を

巡
り
旅
立
つ
さ
ま
を
表
し
て

い
る
。
７０
人
の
方
か
ら
提
案

を
い
た
だ
き
、
松
川
町
増
野

の
寺
沢
茂
春
さ
ん
の
作
品
が

採
用
さ
れ
た
。

予
約
方
法
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
自
動
受
付

で
、
今
ま
で
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
な
り
、
登
録
葬
祭
事
業
者

や
役
場
な
ど
で
予
約
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

利
用
料
は
地
区
内
２
万

円
、
地
区
外
５
万
円
と
決

ま
っ
た
。
利
用
者
負
担
は

３７
・
３７

12
％
と
な
り
、

３７

12

６２
・

３７

12

６２

88

％
を
各
町
村
が
住
民
に
対
す

る
福
祉
厚
生
費
と
し
て
拠
出

す
る
こ
と
に
な
る
。
飯
田
斎

苑
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
き
た
。
北
部
の
施
設
開
業

で
今
後
の
運
営
が
大
変
と
は

思
う
が
、
ひ
と
ま
ず
は
今
ま

で
の
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

丸山公園

本学神社

天白公園

吉田保育園

市田橋

瑠璃寺薬師本堂

フル
ーツ
ライ
ン

中央
自動
車道

牛牧

出原

大島山

上市田

山吹

ハー
モニ
ック
ロー
ド

丸山公園

本学神社

天白公園

吉田保育園

市田橋

瑠璃寺薬師本堂

フル
ーツ
ライ
ン

県道
飯島
飯田
線

県道
飯島
飯田
線

中央
自動
車道

高森町高森町

牛牧

出原

大島山

上市田

山吹

ハー
モニ
ック
ロー
ド

大島山
▲941
大島山
▲941

★★

建設費と負担割合

建 設 費項 目

4億5,500万円施 設 建 築 費

9,200万円火 葬 炉

4億0,300万円用地補償関連整備費

9億5,000万円総 額

2億8,716万円30.2264％松 川 町

2億8,193万円29.6768％高 森 町

1億5,916万円16.7540％喬 木 村

1億6,339万円17.1994％豊 丘 村

5,836万円6.1434％大 鹿 村

9億5,000万円100.0000％合 計

※負担割合は均等割20％人口割80％で算出

火葬場建築全景

所在地：高森町吉田2777番地1
（小沼地籍）

帯
は
Ｊ
Ａ
で
協
力
的
な
姿
勢

を
示
し
て
く
れ
て
、
柿
の
圃

場
に
利
用
す
る
こ
と
で
合
意

し
て
い
る
。
こ
れ
が
ほ
ぼ
４

０
０
０
㎡
だ
か
ら
、
残
る
４

３
０
０
㎡
が
ゆ
っ
た
り
と
し

た
施
設
周
辺
で
の
散
策
も
で

き
る
用
地
に
な
る
。

建
設
費
の
負
担
割
合
は
、

住
民
基
本
台
帳
を
基
に
人
口

割
が
８０
％
、
均
等
割
が

８０

２０
％

で
負
担
す
る
。
北
部
５
町
村

の
人
口
は
４
万
２
２
０
０
人

余
。
毎
年
変
動
す
る
の
で
年

度
初
め
の
人
口
を
使
う
。
こ

の
う
ち
松
川
町
は
１
万
３
８

４
０
人
。
こ
れ
を
も
と
に
出

し
た
割
合
と
均
等
割
を
合
わ

せ
て
３０
・
２
２
６
４
％
に
な

り
、
２４
年
か
ら
の
四
年
間
で

負
担
合
計
が
２
億
８
７
０
０

万
円
余
に
な
る
。

こ
れ
か
ら
の
維
持
管
理
は



10松川町議会だより 2015.7.15 No.128
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哀
哀
哀
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哀
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哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
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哀
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哀
哀
哀
哀
哀
哀

町
長
選
後
初
の
定
例
議
会
で
あ
る
６
月
定
例
会
が
終
わ
っ
た
。
町
長
は
所
信
表
明
で
「
最
幸

の
町
を
つ
く
る
」
と
い
う
新
し
い
方
針
を
示
し
た
が
、
具
体
的
に
ど
う
や
っ
て
実
行
す
る
の
か
、

前
例
の
踏
襲
に
陥
る
こ
と
は
な
い
か
、
議
会
と
し
て
し
っ
か
り
と
注
視
し
た
い
。
議
会
も
町
長

も
無
投
票
で
選
出
さ
れ
た
現
実
を
考
慮
す
れ
ば
、
今
ま
で
以
上
に
「
住
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら

バ
ラ
ン
ス
よ
く
集
約
す
る
」
資
質
が
双
方
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
住
民
に
「
い
か
に
し

て
声
を
発
し
て
も
ら
う
か
」「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
か
」
が
重
要
で
、町
長

と
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
は
重
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
の
今
の
議
会
の
動
き
を
紹
介
す
る
。

７
月
か
ら
の
中
央
公
民
館

改
築
工
事
に
伴
い
旧
北
名
子

保
育
園
舎
が
代
替
施
設
と
な

る
が
、
当
初
の
行
政
案
で
は

常
駐
職
員
は
置
か
ず
に
、
利

用
者
対
応
は
町
民
体
育
館
事

務
室
に
て
行
う
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。
人
員
や
予
算
の
問

題
が
あ
る
と
は
い
え
、
住
民

の
利
便
性
は
著
し
く
低
下
す

る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
議

会
で
は
年
初
か
ら
協
議
討
論

を
重
ね
、
議
会
と
し
て
住
民

利
益
を
優
先
す
べ
き
と
い
う

結
論
に
集
約
さ
れ
た
。
こ
の

方
針
を
伴
い
長
期
間
に
わ
た

り
行
政
に
対
し
て
粘
り
強
く

交
渉
・
要
求
を
継
続
し
て
き

た
結
果
、
３
人
の
常
駐
職
員

配
置
が
実
現
し
た
。
議
会
と

し
て
今
後
も
住
民
感
覚
を
研

ぎ
澄
ま
し
て
い
き
た
い
。

行
政
の
業
務
遂
行
に
は
多

種
多
様
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
費
用
は
年
々
増
加
し

つ
い
に
１
億
５
千
万
円
を
超

え
る
に
至
っ
た
。
実
に
予
算

議
会
は
自
ら
の
資
質
向
上

と
議
会
責
務
を
全
う
す
る
た

め
議
会
基
本
条
例
を
平
成
２３

年
に
制
定
し
、
議
会
改
革
を

進
め
て
き
た
。
翌
年
「
ま
ち

づ
く
り
政
策
課
」「
環
境
水
道

課
」
が
増
課
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
各
常
任
委
員
会
の
所

管
適
正
化
を
図
る
た
め
議
会

改
革
推
進
会
議
に
て
２
年
か

け
て
審
議
を
担
当
す
べ
き
業

務
・
課
の
関
連
性
・
職
員
数

な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
ト
を
行
い
、
検
討
協
議

を
続
け
て
き
た
。
本
年
に
入

り
つ
い
に
最
終
案
が
ま
と
ま

り
、
行
政
と
の
合
意
を
経
て

条
例
改
正
に
至
っ
た
。

２
期
連
続
無
投
票
と
は
い

え
、
町
長
の
民
意
に
対
す
る

責
務
は
重
い
。
２
期
目
に
入

り
自
信
を
深
め
て
町
政
に
邁

進
す
る
こ
と
は
重
要
か
つ
行

動
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
は

確
か
だ
が
、
住
民
の
意
思
を

公
平
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
吸
収

し
合
理
的
な
施
策
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
は
、
よ
り
高
い

の
２
・
５
％
を
占
め
る
数
字
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
議
会
か

ら
個
々
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
費
用
対
効
果
を
疑
問
視
す

る
意
見
や
提
案
を
続
け
て
き

た
が
、
縦
割
り
業
務
の
影
響

か
抜
本
的
な
解
決
改
善
は
困

難
で
先
送
り
さ
れ
て
き
た
感

は
拭
え
な
い
。
議
会
で
は
、

ま
ず
は
シ
ス
テ
ム
が
全
庁
的

に
ど
う
広
が
り
、
ど
う
影
響

し
合
っ
て
い
る
の
か
、
そ
も

そ
も
の
全
体
像
を
行
政
と
議

会
双
方
が
き
ち
ん
と
把
握
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
行

政
に
問
題
を
提
起
し
行
動
を

促
し
た
。
結
果
、
議
会
・
行

政
合
同
研
究
チ
ー
ム
の
発
足

が
決
ま
り
重
た
い
岩
が
つ
い

に
動
き
始
め
た
。
誰
も
が
尻

込
み
し
そ
う
な
大
き
な
懸
案

で
も
、
議
会
は
住
民
代
表
と

し
て
常
に
大
局
的
・
行
動
的

で
あ
る
よ
う
に
今
後
も
気
を

引
き
締
め
た
い
。

○
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
旧
）
産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
課
・
ま
ち
づ
く
り
政

策
課
・
産
業
観
光
課
・
建

設
課
・
環
境
水
道
課
・
会

計
室
・
議
会
事
務
局

○
社
会
文
教
常
任
委
員
会

（
旧
）
総
務
社
会
常
任
委
員
会

住
民
税
務
課
・
保
健
福
祉

課
・
こ
ど
も
課
・
生
涯
学

習
課

レ
ベ
ル
の
客
観
的
視
点
を
磨

き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

当
然
な
が
ら
議
会
に
も
当
て

は
ま
る
。「
議
会
と
行
政
は
両

輪
」
と
言
わ
れ
る
が
、
決
し

て
馴
れ
合
い
を
指
す
も
の
で

は
な
く
、
住
民
代
表
と
し
て

の
議
会
・
各
議
員
の
視
点
を

真
摯
に
受
け
止
め
誠
実
に
対

応
す
る
こ
と
が
首
長
の
独
善

を
避
け
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
、

と
い
う
警
句
の
現
れ
で
あ
る
。

こ
の
定
例
会
で
は
青
年
の
家

と
旧
東
小
の
あ
と
利
用
に
つ

い
て
町
長
か
ら
た
た
き
台
と

な
る
案
が
示
さ
れ
た
。
議
会

は
す
ぐ
に
検
討
協
議
の
必
要

性
を
認
め
議
論
を
始
め
る
こ

と
を
決
め
た
。「
両
輪
」
を
全

う
す
る
た
め
に
議
会
は
今
以

上
に
民
意
に
寄
り
添
い
、
緊

張
感
を
持
っ
て
行
政
と
対
峙

し
て
い
き
た
い
。

公
民
館
に
職
員
が
い
な
い
！

公
民
館
に
職
員
が
い
な
い
！
行
政
案
の
修
正

審
議
担
当
が

変
わ
り
ま
し
た

審
議
担
当
が

変
わ
り
ま
し
た

常
任
委
員
会
の
名
称
と

所
管
が
変
更

絡
ま
っ
た
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
！

絡
ま
っ
た
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
！
乱
立
す
る
庁
内
シ
ス
テ
ム

常
に
民
意
に
寄
り
添
う
姿
勢
を

常
に
民
意
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
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追跡 !!追跡 !! あの質問はどうなった？あの質問はどうなった？あの質問はどうなった？
一般質問で行政側が「検討する」と答弁したものが、その後どうなっているか追跡しました。

同じ行政区を二分する天竜川に、車両が満足に通行できる橋が一つも無い。
歩道も無く危険な宮ヶ瀬橋の架橋を早期に進めてほしい。

老朽化した宮ヶ瀬橋の早期架け替えを！質問 平成23年6月議会

架け替えが決定しました！

●「主要地方道伊那生田飯田線天竜川架橋

宮ヶ瀬橋架け替え促進期成同盟会」設立

（平成21年10月 松川町と大鹿村）

（平成23年 8月 中川村も加わる）

架け替えを県へ強く要望

●松川町議会、下伊那北部ブロック議会、

中部伊那町村議会協議会からも県に要望

新しい橋は現橋より250ｍ下流。長さ170ｍ、橋の幅は10.25mで歩道部分は2.5m
です。事業費は約25億円ですが、県道なので全額県負担となります。

中川村へ中川村へ

片桐松川

新しい道路と橋
現在の道路

本線の道路 ２車線 全幅10.25m
Ａ区域は西側に、Ｂ区域は東側に歩道がつきます。

現在の宮ヶ瀬橋

新しい宮ヶ瀬橋

福与保育園

小渋第二発電所

天竜川

馬坂会所

片桐松川

新しい道路と橋
現在の道路

本線の道路 ２車線 全幅10.25m
Ａ区域は西側に、Ｂ区域は東側に歩道がつきます。

現在の宮ヶ瀬橋

新しい宮ヶ瀬橋

福与保育園

小渋第二発電所

天竜川

馬坂会所

↓

北

←

←

A

宮ヶ瀬橋架け替え案平面簡略図（平成27年2月現在）

B

※下伊那北部ブロック議会では松川、高森、豊丘、喬木、大鹿の５町村議会にて主に要望活動や交流
をしています。中部伊那町村議会協議会では松川、大鹿、飯島、中川の4町村議会にて同様に情報交
換をしています。

●スケジュール
・地元説明会 4回終了
・用地買収

H２８年〜H２９年
・橋梁下部工事

H２８年〜H３０年
・道路改良

H２８年〜H３１年
・橋梁上部工事

H２９年〜H３０年
・完成

H３１年予定
・旧橋撤去

H３２年

新しい宮ヶ瀬橋のルート

現在の宮ヶ瀬橋
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議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
結
果
と
編
集
方
針

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
結
果
と
編
集
方
針

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
結
果
と
編
集
方
針

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
結
果
と
編
集
方
針

平
成
27
年
4
月
よ
り
、
よ
り
親
し
ま
れ
読
み
や
す
い
議
会
広
報
誌
づ
く
り
を
目
指
し
「
議
会
だ
よ
り

モ
ニ
タ
ー
」
と
し
て
受
託
い
た
だ
い
た
9
人
の
方
々
か
ら
、
ご
意
見
や
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。
前
号
に

寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
ご
指
摘
を
受
け
、
当
編
集
委
員
会
は
議
会
広
報
誌
づ
く
り
に
お
け
る
「
基
本
編
集

方
針
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

1.
議
会
の
視
点
で
議
会
の
う
ご
き
を
伝
え
ま
す

議
会
は
１４
人
の
議
員
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
議

員
個
人
の
個
々
の
動
静
で
は
な
く
議
会
と
し
て
集
約

さ
れ
る
（
集
合
体
で
あ
る
）
か
ら
こ
そ
意
義
が
あ
り

ま
す
。
町
政
に
対
す
る
見
解
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

議
会
と
し
て
議
決
・
合
意
・
集
約
さ
れ
た
視
点
に
基

づ
き
、
そ
こ
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
も
含
め
、
行
政
に
対

す
る
評
価
分
析
を
お
伝
え
し
ま
す
。

2.
議
員
の
主
張
を
伝
え
ま
す

議
会
は
合
議
の
場
で
も
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
に
至

る
ま
で
の
議
員
個
人
の
明
確
な
意
思
表
示
や
主
張
や

多
様
性
は
重
要
な
要
素
で
す
。
よ
り
詳
し
い
説
明
を

行
政
に
求
め
る
質
疑
と
異
な
り
、
最
終
的
な
議
決
、

討
論
、
一
般
質
問
な
ど
は
、
議
員
の
重
要
な
責
任
を

伴
う
明
白
な
意
思
表
示
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

記
名
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

3.
情
報
を
取
捨
選
択
し
て
伝
え
ま
す

議
会
だ
よ
り
は
年
4
回
の
発
行
な
の
で
1
回
で
3

か
月
分
の
議
会
活
動
を
お
伝
え
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
全
て
の
議
会
活
動
や
審
議
の
経
緯
を
限
ら

れ
た
紙
面
に
掲
載
す
る
こ
と
は
大
変
困
難
で
す
。
町

公
式
Ｈ
Ｐ
に
て
議
事
録
な
ど
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
当
編
集
委
員
会
で
は
、
住
民
の
方
々
に
対
し
重

要
か
つ
影
響
の
大
き
い
と
思
わ
れ
る
議
案
や
審
議
を

抽
出
・
要
約
し
て
お
伝
え
す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

4.
見
た
い
読
み
た
い
と
感
じ
て
い
た
だ
く
工
夫
を
し
ま
す

議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ま
ず

は
手
に
取
っ
て
読
ん
で
み
よ
う
と
興
味
関
心
を
呼
び

起
こ
す
紙
面
づ
く
り
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
特
集

記
事
を
組
ん
だ
り
、
見
出
し
や
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
よ
り

一
層
工
夫
し
、
難
し
い
・
分
か
り
づ
ら
い
と
敬
遠
さ

れ
が
ち
だ
っ
た
議
会
だ
よ
り
の
間
口
を
広
げ
、
自
然

と
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

5.
読
者
と
の
接
点
を
持
ち
距
離
を
縮
め
ま
す

住
民
の
方
々
の
生
活
や
活
動
の
様
子
を
お
伝
え
し

た
り
、
疑
問
や
ご
意
見
の
声
を
紹
介
す
る
な
ど
、
議

会
か
ら
の
発
信
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
積
極
的
に
読
者
参
加
の

機
会
を
設
け
、
み
な
さ
ま
と
の

つ
な
が
り
を
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

6.
発
信
と
表
現
の
技
術
を
向
上
さ
せ
ま
す

分
か
り
や
す
い
文
章
、一
目

で
伝
わ
る
見
出
し
や
画
像
図
版
、

読
み
や
す
い
段
組
み
や
レ
イ
ア

ウ
ト
構
成
な
ど
、紙
媒
体
の
発

行
者
と
し
て
の
技
術
向
上
に
努

め
、編
集
と
表
現
の
品
質
を
高

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
意
見
を
頂
い
た
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
に

ご
意
見
を
頂
い
た
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
に
はは

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
住
民

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
住
民
のの

方
々
か
ら
の
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

方
々
か
ら
の
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
「
議
会
だ
よ

い
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
「
議
会
だ
よ
りり

モ
ニ
タ
ー
」
の
募
集
を
し
て
お
り
ま
す
の
で

モ
ニ
タ
ー
」
の
募
集
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、、

ご
希
望
の
方
は
議
会
事
務
局

ご
希
望
の
方
は
議
会
事
務
局
3636−−

7
0
2
0

7
0
2
0
まま

た
は
た
は
、、ggiikkaaii@@

mm
aattssuukkaaww

aa--ttooww
nn..jjpp

ま
で
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。。
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４月６日（月） 議会改革推進会議

４月10日（金） 議会だより編集委員会

４月30日（木） 議会全員協議会

４月30日（木） 議員協議会

５月８日（金） 議会運営委員会

５月13日（水） 総務社会常任委員会

５月15日（金） 議会運営委員会

５月15日（金） 産業建設常任委員会

５月18日（月） 北部ブロック町村議会正副議長会

５月20日（水） 議会全員協議会

５月20日（水） 第2回臨時会

５月26（火）、27日（水）

全国町村議会議長会

６月２日（火） 総務社会常任委員会

６月４日（木） 中部伊那町村議会正副議長会

６月５日（金） 議会だより編集委員会

６月８日（月） 議会全員協議会

６月８日（月） 第2回定例会（開会）

６月10日（水） 総務社会常任委員会

６月12日（金） 産業建設常任委員会

６月16日（火） 第2回定例会（一般質問）

６月16日（火） 議会だより編集委員会

６月18日（木） 議会全員協議会

６月18日（木） 議会運営委員会

６月18日（木） 第2回定例会（再開/最終日）

６月24日（水） 議会だより編集委員会

議議議議議議議議議議議議議議 決決決決決決決決決決決決決決 結結結結結結結結結結結結結結議 決 結 果果果果果果果果果果果果果果果

主主主主主主主主主主主主主主 なななななななななななななな 議議議議議議議議議議議議議議 会会会会会会会会会会会会会会 日日日日日日日日日日日日日日主 な 議 会 日 程程程程程程程程程程程程程程程

●多数意見で議決されたもの
平成27年第2回 定例会議決結果

内 容結果

白
川

靖
浩

米
山

由
子

松
井

悦
子

間
瀬

重
男

橋
本

喜
治

島
田

弘
美

米
山

俊
孝

森
谷

岩
夫

熊
谷

宗
明

坂
本

勇
治

黒
澤

哲
郎

菅
沼

一
弘

加
賀
田

亮

件 名

発電事業特別会計を加える可決○○▼○○○○○○○○○○
松川町特別会計条例の一部を改正する
条例

条
例

9199万円を追加し、60億399万円に可決○○▼○○○○○○−▼○○一般会計補正予算（第1回）平
成
27
年
度

補
正
予
算

32万円を追加し、16億548万円に可決○○▼○○○○○○−▼○○
国民健康保険事業特別会計補正予算
（第1回）

6220万円可決○○▼○○○○○○−○○○発電事業特別会計予算

平成27年第2回 定例会議決結果

国民健康保険税の改定（5.4％増）可決国民健康保険税条例の一部を改正する条例条例

342万円を追加し、12億8652万円に可決介護保険事業特別会計補正予算（第１回）
平
成
27
年
度

補
正
予
算 総額に変更なし（歳出：総務費増、予備費減）可決公共下水道事業特別会計補正予算（第1回）

自動車破損による損害賠償の報告（町道古町境の沢線）承認自動車破損による、損害賠償の額（専決第1号）専
決

承
認

提出者／松川町学校教職員組合
代表 若尾哲也

採択
国の責任による35人以下学級推進と教育予算の増額を求める意見書提
出に関する請願

請
願
・
陳
情

提出者／松川町学校教職員組合
代表 若尾哲也

採択「義務教育費国庫負担制度の堅持」を求める請願

提出者／日本労働組合総連合会長野
連合会 会長 中山千弘
〃飯田地域協議会
議長 中島修司
元大島 佐々木昭彦

採択
年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確実な運用に関す
る意見書の採択を求める陳情

議会における欠席届の取り扱いに関し、社会情勢等を勘案し、
出産の場合の届け出事項を新たに規定

可決議会会議規則の一部を改正する規定議
員
発
議

委員会の名称と所掌の改正
総務社会常任委員会→社会文教常任委員会
産業建設常任委員会→総務産業建設常任委員会

可決議会委員会条例の一部を改正する条例

町が出資している法人の経営状況の報告土地開発公社の経営状況を説明する書類の提出報告

自動車破損による損害賠償の報告（町道159号線）自動車破損による損害賠償の額（専決第2号）専
決

報
告 自動車破損による損害賠償の報告（町道323号線）自動車破損による損害賠償の額（専決第3号）

●全会一致で議決されたもの
平成27年第2回 臨時会議決結果

内 容結果件 名
地方税法の改正に伴う法人住民税、軽自動車税の改正、町民
税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税、特別土地保有税、
入湯税に関する経過措置

承認税条例等の一部を改正する条例の制定
条
例

専
決
承
認 地方税法施行令の改正による課税限度額の改正及び軽減世帯

の拡大
承認国民健康保険税条例等の一部を改正する条例

4996万円を追加し、65億3318万円に承認一般会計補正予算（第７回）

平
成
26
年
度
補
正
予
算
（
専
決
承
認
）

353万円を追加し、14億4992万円に承認国民健康保険事業特別会計補正予算（第５回）

12万円を追加し、1億3826万円に承認後期高齢者医療特別会計補正予算（第４回）

431万円を減額し、12億4113万円に承認介護保険事業特別会計補正予算（第４回）

199万円を減額し、2億9322万円に承認公共下水道事業特別会計補正予算（第５回）

193万円を追加し、3億9031万円に承認農業集落排水事業特別会計補正予算（第３回）

507万円を減額し、5億3913万円に承認保養宿泊施設事業特別会計補正予算（第５回）

20万円を減額し、3842万円に承認青年の家特別会計補正予算（第３回）

承認水道事業会計補正予算（第６回）

上片桐 吉澤澄久同意副町長の選任ついて人事

翌年度へ繰り越した歳出予算の経費の報告（3億805万円）平成26年度一般会計繰越明許費繰越計算書

報

告

翌年度へ繰り越した歳出予算の経費の報告（155万円）平成26年度公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書

翌年度へ繰り越した歳出予算の経費の報告（830万円）平成26年度水道事業会計予算繰越計算書

町が出資している法人の経営状況の報告株式会社チャンネル・ユーの経営状況

役場庁舎前転倒事故損害賠償額の報告役場庁舎玄関における転倒事故による損害賠償の額について

○ 賛成 ▼ 反対

選挙管理委員

欠員に伴う任用

光澤 道利（上片桐）

人人人人人人人人人人人人人人人 事事事事事事事事事事事事事事事

計補正額

2億9892万円△123万円収益的収入

2億8961万円△105万円収益的支出

8404万円213万円資本的収入

2億303万円なし資本的支出
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全
国
町
村
正
副
議
長
研
修
会
が

去
る
５
月
２６
・
２６

２７
日
に
中
野
サ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
初
日

に
は
帝
京
大
学
の
内
貴
滋
先
生
か
ら

「
地
方
自
治
の
母
国
に
負
け
な
い
我

が
国
の
町
村
議
会
」
と
題
し
基
調
講

演
が
あ
り
、
ふ
る
さ
と
創
生
か
ら
地

方
創
生
へ
の
思
い
を
語
ら
れ
た
。

地
方
こ
そ
が
民
主
主
義
の
原
点
で

あ
る
。
①
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立

問
題
、
②
地
方
創
生
政
策
の
意
義
と

１ 熊谷宗明議員（15ページ）
・住みたい町、最幸の町への具体策は

２ 加賀田亮議員（16ページ）
・若年・中堅層と地域再生の関わりは

３ 島田弘美議員（17ページ）
・商店街の振興対策を問う

４ 坂本勇治議員（18ページ）
・東小学校あと利用の早期活用をど
う進めるか

５ 米山俊孝議員（19ページ）
・今後の町政運営、町の未来、公約
を実現させるための具体的手法は

６ 橋本喜治議員（20ページ）
・空き家対策特別措置法施行後の対
応を問う
・住みたいまち、住んで良かったま
ちづくりと、地方版総合戦略は

７ 菅沼一弘議員（21ページ）
・青少年と障がい者のスポーツ振興は

８ 米山由子議員（22ページ）
・最幸の町づくり、具体的施策から
どのような町をめざすのか

９ 黒澤哲郎議員（23ページ）
・所信表明に関連して当町の課題は
・人口減対策を問う
・交流人口増対策と「青年の家」の
今後の活用は

関

克

義

し
て
３
つ
の
視
点
で
若
い
世
代
の
就

労
、
結
婚
、
子
育
て
の
希
望
の
実

現
。
東
京
一
極
集
中
の
歯
止
め
。

地
域
の
特
性
に
即
し
た
地
域
課
題
の

解
決
な
ど
を
基
本
に
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
地
方
を
創
生
し
、
地
方
へ
の
人
の

流
れ
を
つ
く
る
こ
と
。
地
方
創
生
が

成
功
す
る
た
め
に
は
地
方
自
治
体
は

消
滅
し
な
い
と
自
信
を
持
ち
、
自
ら

調
べ
、
自
ら
考
え
、
自
ら
行
動
を
す

る
。
地
方
が
考
え
国
が
支
援
す
る
な

ど
英
国
の
例
を
挙
げ
な
が
ら
地
方
自

治
に
携
わ
る
者
は
人
々
に
尽
く
す
公

務
こ
そ
最
高
の
誇
り
で
あ
る
と
講
演

さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
通
年
議
会
の

導
入
、
議
会
白
書
、
開
か
れ
た
議
会

づ
く
り
と
し
て
夜
間
議
会
の
導
入
、町

民
と
議
会
の
懇
談
会（
議
会
報
告
会
）

の
開
催
、
政
務
調
査
費
充
実
、
定
例

会
事
前
学
習
会
、
政
策
提
言
に
対
す

る
評
価
、
検
証
の
実
施
、
議
員
の
研

修
会
、
勉
強
会
、
井
戸
端
会
議
、
議

会
災
害
対
策
本
部
設
置
要
綱
制
定
、

議
会
防
災
訓
練
な
ど
の
導
入
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る
会
議
の
運
営
、質

疑
回
数
制
限
の
撤
廃
、
特
別
委
員
会

を
つ
く
り
条
例
案
を
つ
く
る
、
傍
聴

者
へ
議
案
の
写
し
な
ど
の
貸
し
出
し

を
す
る
な
ど
住
民
に
分
か
り
易
い
議

会
、
参
加
し
易
い
議
会
、
開
か
れ
た

議
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
当
町

の
議
会
づ
く
り
に
も
今
後
の
検
討
課

題
と
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
問
題
で

あ
っ
た
。

翌
日
は
「
日
本
の
健
康
の
鍵
は
農

村
、
漁
村
が
握
る
」
と
題
し
て
関
西

大
学
白
石
真
澄
教
授
の
講
演
が
あ

り
、　
２１
世
紀
は
食
料
と
水
が
問
題
に

な
る
。
今
後
の
自
治
の
テ
ー
マ
は
地

方
の
個
性
豊
か
な
村
づ
く
り
。
田
舎

へ
の
定
住
希
望
は　
３１
・
６
％
で
前
年

よ
り
伸
び
て
い
る
。
産
業
を
考
え
る

よ
り
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
。
日
本

だ
け
で
な
く
海
外
に
目
を
む
け
て
、

都
市
の
消
費
者
の
視
点
、
女
性
の
視

点
を
生
か
す
な
ど
今
後
地
方
が
考
え

て
い
く
課
題
を
提
案
さ
れ
た
。

次
に
「
地
方
創
生
と
政
治
、
経
済

の
展
望
」
と
題
し
て
読
売
新
聞
社
本

社
編
集
委
員
の
青
山
彰
久
氏
よ
り
講

演
を
頂
い
た
。
国
の
財
政
再
建
に
よ

り
税
率
を
引
き
上
げ
て
も
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
、
地
方
交
付
税
の
引
き

下
げ
が
あ
る
の
で
は
と
心
配
さ
れ

る
。
新
型
交
付
金
は
努
力
す
る
自
治

体
に
配
ら
れ
る
。
逆
都
市
化
か
ら
暮

ら
し
の
質
の
高
度
化
を
求
め
る
。
限

界
集
落
発
祥
の
地
、
高
知
県
大
豊
町

は
ま
だ
集
落
の
限
界
が
き
て
い
な
い
。

地
方
の
持
つ
価
値
を
進
化
さ
せ
る
こ

と
の
大
切
さ
を
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
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（
問
）
深
津
町
政
２
期
目
は
「
最

幸
の
町
を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
」

と
方
針
を
示
し
て
い
る
。
目
指
す

べ
き
地
方
自
治
の
姿
を
ど
う
描
こ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

　

住
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に

地
域
づ
く
り
に
関
わ
り
、
自
治
の

力
を
発
展
さ
せ
住
民
自
治
力
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
住
み
た
い
町
に

つ
な
が
っ
て
い
く
重
大
な
要
素
と

考
え
る
。
一
方
、
日
々
の
生
活
に

余
裕
が
な
く
で
き
る
だ
け
行
政
任

せ
に
し
た
い
と
い
う
「
他
治
」
の

考
え
方
も
あ
る
。
多
く
の
住
民
の

皆
さ
ん
が
主
体
的
に
自
治
を
担
う

住
み
た
い
町
、
最
幸
の
町
へ
の
具
体
策
は

地
域
と
連
携
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く

問答

熊熊熊熊熊熊谷谷谷谷谷谷宗宗宗宗宗宗明明明明明明 議議議議議議熊谷宗明 議員員員員員員員

学習力の強化を

地域おこしに表彰制度を

学
習
と
し
て
展
開
し
て
い
く

力
の
強
化
を

課
題
解
決
に
向
け
機
運
を
盛
り
上
げ
る

問答

こ
と
で
幸
福
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

（
町
長
）
こ
れ
か
ら
の
地
方
分
権
、

住
民
自
治
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
も

一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
は
で
き
な
い

と
４
年
間
の
経
験
で
感
じ
て
き
た
。

　

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域

を
少
し
で
も
考
え
て
も
ら
い
、
そ

れ
を
行
政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

一
緒
に
作
り
上
げ
て
い
く
の
が
こ

れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
だ
と
考
え

て
い
る
。

（
問
）
地
方
自
治
体
の
主
権
者
は

住
民
。
主
権
者
で
あ
る
住
民
が
地

域
の
課
題
を
発
見
し
解
決
し
て
い

く
、
そ
れ
を
議
論
し
て
決
定
、
実

践
し
て
い
く
の
が
住
民
自
治
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
れ
を
保
障
し
て
い

く
の
が
行
政
と
考
え
る
。
ス
ー

パ
ー
の
品
揃
え
を
す
る
の
は
役
場

で
な
く
住
民
が
決
め
て
い
く
、
住

（
問
）
最
幸
の
町
を
作
っ
て
い
く

に
は
公
民
館
活
動
が
何
よ
り
も
大

切
だ
と
考
え
る
。

　
　

５０
年
前
に
出
さ
れ
た
公
民
館
主

事
の
性
格
と
役
割
（
下
伊
那
テ
ー

ゼ
）
の
な
か
に
は
「
現
実
を
見
る

目
を
養
い
、
学
習
と
し
て
展
開
し

て
い
く
力
」
の
重
要
性
が
投
げ
か

け
ら
れ
て
い
る
。

　

自
分
た
ち
で
自
分
た
ち
の
生
き

方
を
考
え
る
学
び
と
自
治
に
は
主

事
の
力
が
も
っ
と
も
重
要
だ
と
考

え
る
。
今
一
度
、
学
習
す
る
と
い

う
こ
と
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

（
町
長
）
長
い
歴
史
の
な
か
で
公

民
館
活
動
が
ひ
と
つ
の
基
礎
に

な
っ
て
い
る
。
本
館
の
部
員
の
皆

さ
ん
と
会
談
を
持
ち
、
行
政
の
考

え
を
述
べ
る
な
か
で
若
い
人
た
ち

の
意
見
を
聞
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

（
教
育
長
）
一
人
ひ
と
り
の
生
活

の
な
か
に
課
題
が
あ
る
。
い
か
に

共
通
の
課
題
と
し
て
捉
え
、
学
習

を
通
し
て
解
決
し
て
い
こ
う
と
す

る
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
く
か
、

公
民
館
主
事
の
大
事
な
役
割
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　

新
公
民
館
に
は
、
公
民
館
が
生

ま
れ
た
時
の
思
い
に
立
っ
て
新
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吹
き
込
ん
で
い

き
た
い
。

し
て
い
る
自
治
会
を
表
彰
。
ま

た
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
選
定

し
、
各
地
域
の
や
る
気
に
つ
な
げ

る
施
策
を
。

民
は
顧
客
で
な
く
主
人
公
と
考
え

る
が
。

（
町
長
）
役
場
は
サ
ー
ビ
ス
業
の

会
社
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
は
、

行
政
の
あ
り
方
を
シ
ョ
ッ
ク
療
法

的
に
変
え
て
い
く
、
ま
た
、
民
間

感
覚
の
導
入
の
強
い
姿
勢
で
あ
る
。

（
要
望
）
自
治
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
力
を
た
た
え
る
表
彰
制
度
を
創

設
し
、
優
秀
な
取
り
組
み
を
実
践

平成26年度「ほたるの里づくり」事業報告
松川自治会壮年団
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加加加加加加賀賀賀賀賀賀田田田田田田亮亮亮亮亮亮 議議議議議議加賀田亮 議員員員員員員員

（
問
）
創
生
会
議
の
増
田
レ
ポ
ー

ト
が
地
域
消
滅
の
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
1
年
が
過
ぎ
た
。
提
言
の
骨
子

は
人
口
減
少
社
会
に
対
し
て
根
拠

な
く
「
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
」
と

い
う
楽
観
、
「
何
を
や
っ
て
も
ど

う
せ
ダ
メ
だ
」
と
い
う
悲
観
に
陥

る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。
課
題

か
ら
目
を
そ
む
け
ず
に
現
状
を
正

確
に
把
握
・
分
析
す
る
こ
と
、
緊

張
感
と
危
機
感
を
持
っ
て
建
設
的

に
取
り
組
む
姿
勢
や
体
制
が
必
要

で
あ
る
。
町
政
2
期
目
の
今
後
4

年
間
で
こ
の
課
題
に
ど
う
対
応
す

る
つ
も
り
か
。

（
町
長
）
地
方
版
総
合
戦
略
の
策

定
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。
若
い

世
代
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
地
域

づ
く
り
会
議
で
は
、
前
向
き
な
意

見
が
出
て
い
る
。
次
期
総
合
計
画

に
反
映
さ
せ
な
が
ら
対
応
策
を
検

討
し
た
い
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）
地
域

づ
く
り
会
議
で
の
意
見
を
取
り
入

れ
る
と
と
も
に
、
策
定
し
た
事
業

に
対
し
、
将
来
は
住
民
に
よ
る
評

価
も
実
施
し
た
い
。

（
問
）
若
い
世
代
へ
の
門
戸
が
開

き
つ
つ
あ
る
途
上
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
こ
の
世
代
に
期
待
さ
れ
る

役
割
と
は
。

（
町
長
）
行
政
や
ま
ち
づ
く
り
に

対
し
も
っ
と
関
心
を
高
め
て
も
ら

い
た
い
。

（
問
）
若
い
世
代
の
民
度
を
高
め

る
に
は
、
そ
の
力
を
発
揮
で
き
る

ス
テ
ー
ジ
や
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
必
要
で
は
。
地
域
や
社
会
で
の

幅
広
い
世
代
構
成
の
な
か
で
、
こ

世
代
間
融
和
と
世
代
継
承
の
促
進
を

重
要
で
は
あ
る
が
道
は
険
し
い

問答

の
世
代
に
活
躍
の
舞
台
を
与
え
る

こ
と
を
た
め
ら
う
先
達
の
世
代
の

存
在
が
あ
り
、
行
動
を
躊
躇
す
る

若
い
世
代
が
多
い
と
聞
く
。
こ
の

よ
う
な
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
は
ま
ち

づ
く
り
推
進
の
阻
害
要
因
と
な
ら

な
い
か
。

未来を担う世代の活躍の場は

バ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
う
社

会
問
題
が
提
起
さ
れ
て
お
り
我
が

町
も
例
外
で
は
な
い
。
不
毛
な
世

代
間
対
立
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、

古
参
世
代
が
若
い
世
代
に
対
し
、意

欲
的
に
行
動
の
場
を
提
供
す
る
と

い
っ
た
、
後
進
の
者
を
「
認
め
る

力
」「
委
ね
る
力
」
を
内
包
し
た

世
代
間
融
和
が
求
め
ら
れ
る
の
で

は
。

（
町
長
）
世
代
間
対
立
に
発
展
す

る
よ
う
な
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
は
当

町
に
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と

見
て
い
る
。

（
問
）
世
代
間
対
立
の
懸
念
で
は

な
く
、
世
代
間
融
和
が
見
据
え
る

べ
き
将
来
で
あ
り
主
題
で
あ
る
。

頻
繁
に
使
わ
れ
る
「
持
続
可
能
」

と
い
う
表
現
は
世
代
継
承
が
円
滑

に
移
行
さ
れ
る
の
が
前
提
だ
。
し

か
し
超
少
子
化
社
会
と
い
う
現
実

を
直
視
す
れ
ば
、
希
少
な
若
い
世

代
に
行
動
と
責
任
を
委
ね
、
先
達

者
は
そ
の
経
験
や
人
脈
を
生
か
し

て
若
い
世
代
が
行
動
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る
こ
と
に
専
心
す
る
姿

こ
そ
、
人
口
減
少
社
会
で
の
「
持

続
可
能
」
を
実
現
す
る
手
法
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

（
町
長
）
世
代
間
融
和
を
実
現
で

き
る
か
否
は
個
人
の
資
質
で
あ
る

と
考
え
る
。

（
要
望
）
少
子
化
時
代
に
お
い
て

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
の
た
め

に
は
、
宮
城
県
女
川
町
で
の
成
功

事
例
の
よ
う
に
、
次
世
代
を
担
う

後
進
の
者
を
「
認
め
る
力
」「
委

ね
る
力
」
を
も
っ
と
育
成
す
る
体

制
づ
く
り
が
必
要
だ
。
個
人
レ
ベ

ル
で
は
限
界
も
あ
り
効
果
も
薄
い
。

体
制
構
築
の
た
め
に
行
政
が
緊
張

感
と
危
機
感
を
も
っ
て
す
れ
ば
、組

織
的
な「
世
代
間
融
和
と
継
承
」推

進
は
可
能
と
考
え
る
。
鋭
意
検
討

さ
れ
た
い
。

（
町
長
）
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
の
解

消
は
困
難
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
相
互
理
解
を
図
っ
て
も

ら
い
た
い
。

（
問
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

質
が
問
題
で
は
。
昨
今
「
シ
ル
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（
問
）
町
の
顔
で
も
あ
る
商
店
街
、

最
近
に
お
け
る
空
洞
化
は
大
き
な

危
機
を
抱
く
、
地
域
社
会
に
与
え

る
影
響
は
重
大
な
問
題
と
考
え
る

が
今
の
商
店
街
の
姿
を
ど
う
考
え

る
か
。

（
町
長
）
一
言
で
い
え
ば
厳
し
い

と
い
う
認
識
。
国
も
個
人
消
費
を

伸
ば
そ
う
と
「
ひ
と
・
も
の
・
し

ご
と
」
地
域
創
生
先
行
型
事
業
補

助
金
を
活
用
し
て
地
元
消
費
喚
起

の
た
め
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

発
行
し
た
。

（
問
）
こ
れ
か
ら
の
商
店
街
の
あ

り
方
を
ど
う
進
め
る
か
。
将
来
展

望
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
る
な
か
、

今
町
は
第
５
次
総
合
計
画
の
作
業

に
着
手
し
て
い
る
。
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
今
後
商
店

街
の
あ
り
方
と
活
力
の
進
め
方
と

し
て
商
業
者
、
消
費
者
、
町
と
三

者
が
問
題
を
共
有
し
、
議
論
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

（
町
長
）
こ
れ
か
ら
は
ま
ち
づ
く

り
の
観
点
か
ら
見
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
商
店
街
は
町
の
顔
と
い
う

要
素
が
あ
る
。
人
・
車
が
通
行
し

た
時
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
が
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
町
は
ダ

メ
だ
と
い
う
印
象
を
与
え
か
ね
な

い
。
こ
れ
か
ら
は
ま
ち
づ
く
り
と

い
う
観
点
で
考
え
て
い
く
。
ま
た

商
店
街
だ
け
で
物
事
を
考
え
ず
消

費
者
を
交
え
た
話
し
合
い
の
場
は

大
事
で
あ
り
投
げ
か
け
た
い
。

（
問
）
空
き
店
舗
対
策
を
具
体
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
空
き
店
舗
の
増
加
は
周
辺

歩
い
て
暮
ら
せ
る
商
店
街
づ
く
り
の
た
め
に
は

再
構
築
が
必
要
と
考
え
る
が

こ
れ
か
ら
は
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

問答

島島島島島島田田田田田田弘弘弘弘弘弘美美美美美美 議議議議議議島田弘美 議員員員員員員員

の
店
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
連

鎖
的
に
増
加
す
る
恐
れ
を
危
惧
す

る
。
当
面
の
問
題
は
空
き
店
舗
を

ど
う
解
消
し
て
い
く
べ
き
か
の
強

い
声
が
あ
る
。
例
え
ば
不
足
業
種

を
取
り
組
む
な
ど
具
体
策
が
必
要

と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
思
い

切
っ
た
施
策
が
必
要
と
思
う
が
今

後
ど
う
考
え
て
い
く
か
。

（
町
長
）
商
店
街
は
地
域
、
生
活
、

暮
ら
し
の
場
で
あ
る
。
会
話
を
交

わ
し
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
と
い
う
誠
意
と
信
頼
関
係
の
な

か
で
商
店
街
は
成
り
立
つ
と
思
う
。

商
店
街
自
身
も
今
一
度
地
域
に
お

け
る
商
店
街
の
役
割
を
し
っ
か
り

と
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

今
年
度
県
の
商
店
街
創
造
事
業

補
助
金
を
活
用
し
、
商
店
街
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
町
独
自
施
策
と
し
て
商
業
店

舗
、
空
き
店
舗
対
策
と
し
て
補
助

制
度
な
ど
を
考
え
た
い
。

（
問
）
今
後
商
店
街
と
し
て
、
高

齢
者
に
配
慮
し
た
福
祉
型
対
応
に

積
極
的
に
参
画
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

（
町
長
）
商
工
会
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

（
産
業
観
光
課
長
）
福
祉
と
い
う

点
で
は
町
民
の
暮
ら
し
や
す
さ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
な
る
の
が

商
店
街
で
あ
る
。
そ
う
し
た
機
能

を
充
実
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
地
域
の
顔
な

じ
み
の
関
係
で
「
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」

な
ど
が
あ
る
の
で
商
店
街
な
ど
に

呼
び
か
け
た
い
。

商業拠点としての新井商店街

賑わいをみせるあらい祇園祭
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（
問
）
東
小
学
校
あ
と
利
用
検
討

委
員
会
か
ら
の
答
申
後
の
町
内
外

か
ら
の
情
報
収
集
と
、あ
と
利
用
計

画
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
。

（
町
長
）
旧
東
小
は
一
部
三
階
建

の
非
常
に
し
っ
か
り
し
た
建
物
で

大
き
な
面
積
も
有
し
て
お
り
、
調

理
場
、
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な

ど
、
有
効
利
用
で
き
る
と
思
っ
て

い
る
。
答
申
を
尊
重
し
、
ま
た
住

民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
お

聞
き
し
な
が
ら
、
一
階
を
地
域
の

高
齢
者
福
祉
に
、
二
階
を
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
三
階
の
一
部
屋

を
宮
澤
芳
重
の
天
文
へ
の
思
い
と

国
が
進
め
る
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
を
活
用
し
利
用
し
て
は
ど
う
か

否
定
は
し
な
い
が
今
は
考
え
て
い
な
い

問答

坂坂坂坂坂坂本本本本本本勇勇勇勇勇勇治治治治治治 議議議議議議坂本勇治 議員員員員員員員

都会のピンチは

田舎のチャンス

望
遠
鏡
を
利
用
し
た
記
念
館
に
、

ま
た
も
う
一
つ
の
部
屋
を
大
学
と

の
連
携
に
、
他
の
施
設
は
雇
用
の

場
を
創
出
す
る
な
ど
複
合
施
設
と

し
て
の
活
用
を
模
索
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
検
討
材
料
を
地
域
や
町
内

の
皆
さ
ま
に
投
げ
か
け
て
い
き
た

い
。

（
問
）
今
国
で
は
、『
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』
と

い
う
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

人
口
減
少
問
題
克
服
の
た
め
に
東

京
一
極
集
中
の
是
正
と
い
う
観
点

か
ら
、
二
地
域
間
を
含
め
た
地
方

移
住
推
進
を
図
る
と
あ
る
。
そ
の

中
に
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
検
討
と

普
及
が
あ
り
、
都
会
で
知
識
や
経

験
を
積
ん
だ
元
気
な
高
齢
者
（
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
）
に
田
舎
へ
移

り
住
ん
で
頂
き
、
地
方
の
活
性
化

や
雇
用
の
創
出
、
新
た
な
消
費
な

ど
を
作
り
出
す
と
い
う
も
の
だ
。

都
会
の
高
齢
者
に
は
、
老
後
を
空

気
が
良
く
自
然
豊
か
な
土
地
で
暮

ら
し
た
い
。
趣
味
や
健
康
維
持
の

た
め
に
運
動
や
娯
楽
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
い
。
子
ど
も
を
含
め
た
地

域
の
多
く
の
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。
ま
た
、

農
業
や
商
業
な
ど
企
業
家
を
目
指

し
田
舎
暮
ら
し
を
希
望
す
る
人
た

ち
が
大
勢
い
る
。
松
川
町
は
健
康

づ
く
り
に
非
常
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
成
果
も
上
が
っ
て
い
る
が
、

都
会
で
は
そ
の
よ
う
な
施
設
も
環

境
も
足
り
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

都
会
の
問
題
を
精
査
し
こ
の
町

で
で
き
る
事
を
模
索
し
て
、
町
の

施
設
を
使
っ
た
地
域
の
活
性
化
と

継
続
の
た
め
の
維
持
費
な
ど
を
考

慮
し
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

国
の
政
策
を
利
用
す
べ
き
で
は
。

（
町
長
）
売
却
や
指
定
管
理
な
ど

に
す
る
考
え
は
無
い
。
ま
た
、
都

会
か
ら
人
を
呼
ん
で
使
う
と
い
う

事
は
考
え
づ
ら
い
。

（
問
）
町
に
住
む
高
齢
者
の
憩
い

や
集
う
場
所
な
ど
に
使
っ
て
い
く

の
は
非
常
に
良
い
と
思
う
が
、
維

持
費
を
町
費
か
ら
継
続
的
に
出
す

の
は
問
題
で
は
な
い
か
。

（
町
長
）
地
方
創
生
の
公
共
施
設

転
用
事
業
に
係
わ
る
地
方
債
の
創

設
が
あ
る
。
そ
の
中
に
組
み
入
れ

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
要
望
）
旧
東
小
の
施
設
は
使
い

方
に
も
よ
る
が　
５０
～
１
０
０
人
程

の
収
容
人
数
が
見
込
ま
れ
、
そ
の

人
数
の
消
費
は
雇
用
を
含
め
た
経

済
の
活
性
化
に
繋
が
る
。
小
学
校

の
野
外
活
動
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、

宮
澤
芳
重
記
念
館
も
設
置
で
き
る

と
思
う
。
元
気
な
高
齢
者
は
貴
重

な
生
産
者
と
な
り
、
都
会
で
の
知

識
や
経
験
は
地
域
の
活
性
化
に
欠

か
せ
な
い
。
医
療
関
係
Ｏ
Ｂ
の
移

住
者
が
あ
れ
ば
生
田
の
住
民
も
安

心
だ
。
寿
命
の
そ
の
日
ま
で
元
気

で
い
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
こ
の

町
で
で
き
れ
ば
、
住
み
た
い
町
、

住
ん
で
良
か
っ
た
町
に
な
る
と
思

う
。
夢
の
あ
る
利
用
を
考
え
る
、話

し
合
え
る
場
と
時
間
を
是
非
作
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

※
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
は
・
・
・
米
国
発
祥
の
「
継

続
的
な
ケ
ア
付
き
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
略
。
高
齢
者
が
自
立
し
て
生
活
で
き
る

う
ち
に
入
居
し
て
社
会
活
動
に
参
加
し
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
も
医
療
を
受

け
な
が
ら
暮
ら
す
事
が
で
き
る
施
設
。

栃木県にあるＣＣＲＣ、ゆいま～る那須

写真提供：株式会社コミュニティネット
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米米米米米米山山山山山山俊俊俊俊俊俊孝孝孝孝孝孝 議議議議議議米山俊孝 議員員員員員員員

（
問
）
町
長
の
目
指
す
行
政
運
営

に
は
、
さ
ら
な
る
行
動
で
き
る
行

政
体
質
を
求
め
る
対
応
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
取
り
組
み
に
期
待
を

す
る
。
行
政
運
営
に
も
民
間
企
業

の
運
営
に
通
じ
る
部
分
が
あ
る
と

思
う
が
そ
の
考
え
は
。

（
町
長
）
行
政
運
営
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
指
針
を
示
し
て
き
た
。
職
員

の
姿
勢
と
し
て
、
町
民
目
線
で
住

民
の
ご
意
見
を
し
っ
か
り
聞
く
、

役
場
に
来
ら
れ
た
皆
さ
ん
へ
の
対

応
は
き
ち
っ
と
す
る
。
こ
れ
ら
は

民
間
だ
ろ
う
が
行
政
で
あ
ろ
う
が

ま
っ
た
く
同
じ
こ
と
だ
と
思
う
。

町
長
が
交
代
し
て
も
、
い
つ
の
時

代
に
あ
っ
て
も
、
松
川
町
の
行
政

は
町
民
の
方
を
向
い
て
町
民
の
話

を
聞
き
、
親
切
に
対
応
し
て
い
く

体
制
の
確
立
が
夢
で
あ
る
。

（
問
）
行
政
改
革
は
、
業
務
改
革

に
よ
り
業
務
の
効
率
を
上
げ
る
の

が
一
般
的
な
考
え
方
で
、
職
責
に

求
め
ら
れ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

の
向
上
教
育
は
欠
か
せ
な
い
と
思

う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
べ
き
ス
キ

ル
の
習
得
と
と
も
に
、
心
豊
か
な

人
材
教
育
も
組
織
に
と
っ
て
は
大

変
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
思
う
が
。

（
総
務
課
長
）
町
で
は
、
人
材
育

成
基
本
方
針
の
策
定
を
し
て
、
長

野
県
市
町
村
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

受
け
て
い
る
。
全
国
リ
ー
ダ
ー
養

成
塾
で
は
、
今
ま
で
に
計　
１２
人
の

職
員
の
派
遣
し
、
現
在
行
政
の
運

営
に
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
市
町

村
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
の
研
修
に

町
長
の
行
政
運
営
に
民
間
感
覚
と
は

町
民
目
線
で
住
民
の
ご
意
見
を
し
っ
か
り
聞
く

問答

コ
ー
チ
ン
グ
研
修
が
あ
る
が
、
長

年
公
務
員
と
し
て
培
わ
れ
て
き
た

役
所
感
覚
を
払
拭
す
る
ま
で
の
研

修
と
は
確
か
に
言
え
な
い
と
感
じ

て
い
る
。
民
間
感
覚
の
醸
成
に

は
、
や
は
り
民
間
の
力
を
取
り
入

れ
る
こ
と
が
一
番
の
近
道
と
い
う

考
え
で
昨
年
か
ら
５
Ｓ
も
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
ト
ヨ
タ
式
で
言
う

問
題
意
識
の
改
革
、
改
善
と
い
う

よ
う
な
と
こ
ま
で
は
い
っ
て
い
な 民間感覚を取り入れて

い
と
感
じ
て
い
る
。
５
Ｓ
は
、
先

行
す
る
三
つ
の
課
で
取
り
組
み
、

そ
の
課
も
４
月
の
異
動
を
経
て
目

標
の
前
進
を
図
っ
て
い
る
。
継
続

す
る
の
は
難
し
い
問
題
と
今
感
じ

て
い
る
が
、
全
課
広
げ
て
い
く
よ

う
に
考
え
て
い
る
。

（
問
）
労
務
管
理
な
ど
、
管
理
面

に
お
い
て
落
ち
度
が
な
い
よ
う
に

緊
張
を
も
っ
て
対
処
さ
れ
た
い
。

職
員
の
教
育
も
含
め
て
、執
行
権
、

決
定
権
な
ど
が
あ
る
部
署
が
、
積

極
的
に
関
与
し
遂
行
し
組
織
全
員

が
参
加
し
た
取
り
組
み
で
、
そ
の

「なじみやすく」という思いは伝わったか

実
は
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
。

（
町
長
）
労
務
管
理
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
、

５
Ｓ
な
ど
、
民
間
か
ら
見
れ
ば
、

歯
が
ゆ
い
も
の
も
あ
ろ
う
か
と
思

う
。
経
験
の
あ
る
方
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
あ
る
い
は
、
教
え
を
請
う

と
い
う
こ
と
は
非
常
に
大
切
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
労
務
管
理

も
担
当
課
で
は
勉
強
会
な
ど
で
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
ま
た
違
っ
た

形
の
な
か
で
意
見
な
ど
も
聞
く
こ

と
を
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。
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が
出
て
い
て
も
現
実
に
ど
う
い
う

ふ
う
に
動
か
す
の
か
、
具
体
的
な

も
の
が
な
い
限
り
ま
ち
づ
く
り
は

難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

（
町
長
）
そ
の
必
要
性
は
あ
る
。自

治
基
本
条
例
が
い
い
の
か
あ
る
い

は
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
み
た
い
な

も
の
が
必
要
な
の
か
ど
う
か
。
こ

の
辺
は
早
急
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

（
問
）
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法

が
成
立
し
平
成　
２７
年
５
月　

２７

２６
日

に
完
全
施
行
さ
れ
、
す
で
に
法

律
成
立
後
７
カ
月
を
経
過
し
て

い
る
が
、
主
管
担
当
課
お
よ
び

施
行
後
の
対
応
が
は
っ
き
り
し

な
い
が
。

（
町
長
）
主
管
は
建
設
課
が
担
当

す
る
。
こ
の
法
律
の
施
行
に
よ

り
、
地
方
自
治
体
は
空
き
家
の

持
ち
主
に
対
し
て
、
勧
告
、
命
令

お
よ
び
強
制
撤
去
も
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
非
常
に
大
き

な
問
題
を
抱
え
て
い
る
法
律
だ

と
思
っ
て
い
る
。

（
建
設
課
長
）
新
法
後
の
空
き
家

の
対
処
方
法
な
ど
は
、
ま
だ
具

体
的
に
な
っ
て
い
な
い
。

（
問
）
「
特
定
空
き
家
」
に
対
す
る

窓
口
相
談
や
計
画
書
の
策
定
な

ど
は
。

（
町
長
）
行
政
手
続
き
な
ど
法
律

問
題
が
絡
ん
で
く
る
の
で
、
専

門
家
の
意
見
や
顧
問
弁
護
士
と

相
談
す
る
案
件
も
多
い
と
考
え

る
。

（
建
設
課
長
）
有
識
者
を
交
え
た

協
議
会
な
ど
を
設
置
し
、
空
き

家
の
適
正
管
理
や
行
政
手
続
き

な
ど
、
町
の
方
針
を
し
っ
か
り

検
討
し
取
り
組
ん
で
い
く
。
計

画
策
定
は
こ
れ
か
ら
で
、
実
施

時
期
は
未
定
で
あ
る
。

（
問
）
法
律
で
定
め
の
な
い
防

犯
・
所
有
者
の
適
正
管
理
・
危
険

な
空
き
家
判
断
基
準
な
ど
町
の

実
態
に
合
わ
せ
た
「
空
き
家
条

例
」
が
必
要
と
考
え
る
が
。

空き家をさまざまな利活用へつなげる

（
町
長
）
町
の
状
況
が
ど
う
な
の

か
、
必
要
性
が
あ
る
か
ど
う
か

精
査
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

（
建
設
課
長
）
法
律
化
に
よ
り
改

め
て
の
条
例
は
必
要
な
い
が
、

付
け
加
え
る
内
容
が
あ
れ
ば
条

例
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
今
後
協
議
会
な
ど
が
設
置

さ
れ
れ
ば
、
有
識
者
の
意
見
・
各

課
横
断
的
に
話
し
合
い
な
が
ら

そ
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

（
問
）
基
本
計
画
と
総
合
戦
略
の

整
合
性
と
総
合
戦
略
の
作
成
時
期

お
よ
び
目
標
値
の
設
定
は
。

（
町
長
）
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は

先
日
会
議
を
立
ち
上
げ
、
即
、
間

に
合
う
よ
う
に
作
っ
て
い
く
。
基

本
計
画
お
よ
び
総
合
戦
略
は
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
目
標
数
値
を
入

れ
る
考
え
で
あ
る
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）
２
つ

の
計
画
が
同
時
進
行
す
る
の
で
、総

合
計
画
を
柱
に
町
で
取
り
組
む
べ

き
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
地
方

版
の
総
合
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け

作
業
を
進
め
る
。
作
成
時
期
は　
１０

月
を
目
途
と
す
る
。

（
問
）
住
民
意
見
の
反
映
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）
総
合

計
画
の
審
議
会
の
皆
さ
ん
に
も
、一

緒
に
審
議
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

あ
る
。

（
問
）
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
言
葉

住民感覚で地域づくり

自
治
基
本
条
例
な
ど
の
必
要
性
を
早
急
に
取
り
組
む

地
方
版
総
合
戦
略
の
進
む
べ
き
ま
ち
づ
く
り
は

問答

橋橋橋橋橋橋本本本本本本喜喜喜喜喜喜治治治治治治 議議議議議議橋本喜治 議員員員員員員員

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
施
行
後
の
対
策
は

大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
法
律
だ

問答
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（
生
涯
学
習
課
長
）「
心
身
の
健
康

を
育
む
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
」

と
題
し
て
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
。
ま
た
、
出
向
い
て

ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
す
る
活
動
に
今

後
焦
点
を
当
て
て
い
く
。
町
民
誰

し
も
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を

目
指
し
た
い
。

（
問
）
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
と
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
は
、
障
が

い
者
が
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
ス

ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
障
が
い
の
種
類
お
よ
び
程
度

に
応
じ
必
要
な
配
慮
を
し
つ
つ
推

進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、

「
年
齢
や
性
別
、
障
が
い
な
ど
を

問
わ
ず
、
広
く
人
々
が
、
関
心
、

適
性
な
ど
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に

参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
」
を
基
本
的
な
政

策
課
題
と
し
て
、
図
ら
れ
て
い

る
。

　

町
で
は
、
健
常
者
と
障
が
い
者

の
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
連
帯
推
進
事
業
を
開
始

し
、
地
域
に
お
い
て
も
活
動
を
行

う
た
め
に
、
環
境
、
実
態
把
握
を

行
っ
て
い
る
か
。

（
問
）
松
川
町
の
子
ど
も
の
体
力

向
上
に
つ
い
て
現
在
の
状
況
を
ど

う
考
え
る
か
。
ま
た
、
基
準
的
運

動
能
力
は
依
然
と
し
て
低
い
状
況

に
あ
る
。
運
動
習
慣
が
身
に
つ
い

て
い
な
い
子
ど
も
に
対
す
る
支
援

の
充
実
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。

（
町
長
）
松
川
町
は
、
非
常
に
ス

ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
町
で
あ
り
少
年

少
女
の
ス
ポ
ー
ツ
あ
る
い
は
中
学

の
部
活
、
社
会
人
の
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
、
こ
れ
ら
は
非
常
に
献
身
的
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
優
れ
た
皆
さ
ん

の
指
導
、
協
力
で
成
り
立
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
る
。

（
教
育
長
）
子
ど
も
た
ち
の
体
力

と
運
動
能
力
の
状
況
は
、学
校
、教

育
委
員
会
が
把
握
し
て
い
る
段
階

だ
。
調
査
は
小
学
校
で
８
つ
の
種

目
、
中
学
校
で
は
９
つ
の
種
目
に

つ
い
て
実
施
し
た
。
小
、
中
学
校

と
も
に
握
力
そ
し
て　
５０
メ
ー
ト
ル

走
、
こ
の
種
目
で
は
全
国
平
均
を

上
回
る
結
果
が
出
て
い
る
。
特
に

運
動
能
力
が
劣
る
種
目
に
い
て
は
、

重
点
的
に
体
育
の
授
業
で
取
り
上

げ
、
全
校
運
動
の
中
で
種
目
を
取

り
上
げ
た
り
、
体
力
向
上
、
運
動

能
力
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

（
問
）
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
で
は

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
幸
福
で
豊

か
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
人
々
の

権
利
で
あ
る
」
と
の
考
え
に
立
っ

た
基
本
法
で
あ
る
。
ま
た
、
基
本

計
画
で
は
「
年
齢
や
性
別
、
障
害

な
ど
を
問
わ
ず
、
広
く
人
々
が
関

心
、
適
性
な
ど
に
応
じ
ス
ポ
ー
ツ

に
参
画
で
き
る
環
境
の
整
備
」
を

基
本
的
な
政
策
課
題
と
し
て
い
る

が
。

（
教
育
長
）
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
と
、

誰
で
も
生
涯
に
わ
た
っ
て
、ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
め
る
機
会
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

スポーツを通して体力向上

生涯スポーツを楽しめる環境を

青
少
年
と
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は

こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
は
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

問答

菅菅菅菅菅菅沼沼沼沼沼沼一一一一一一弘弘弘弘弘弘 議議議議議議菅沼一弘 議員員員員員員員

（
生
涯
学
習
課
長
）
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
に
関
し
て
現
在
保
健
福
祉

課
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て

い
る
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
生
活
の
中
で

楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
と
競
技
と
し
て

の
ス
ポ
ー
ツ
を
積
極
的
に
意
義
付

け
、
障
が
い
者
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
図
っ
て
い
る
。

（
問
）
優
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導

者
の
育
成
も
大
事
か
と
思
う
の
で

十
分
検
討
し
て
は
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
真
摯
に
受
け

と
め
て
検
討
す
る
内
容
か
と
感
じ

た
の
で
頑
張
り
た
い
。
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深
津
町
政
二
期
目　

最
幸
の
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

希
望
活
動
人
口
を
増
や
し
た
い

問答

（
問
）
町
長
は
本
議
会
開
会
あ
い

さ
つ
の
な
か
で
、
日
本
の
人
口

は
２
０
０
４
年
を
ピ
ー
ク
に
し

て
、
２
０
０
５
年
か
ら
減
少
社

会
に
入
っ
て
き
て
い
る
。
し
か

し
減
少
は
最
小
限
に
食
い
止
め

な
が
ら
力
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
、

希
望
活
動
人
口
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
言
っ
て
い
る
。

希
望
活
動
人
口
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、
ま
た
そ
の
対
策
は
。

（
町
長
）
松
川
町
に
誇
り
を
持
ち
、

夢
と
希
望
を
持
っ
て
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
町
を
つ
く
り
た
い
。
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
進
め
る
な
か

か
ら
、
松
川
町
ら
し
さ
の
醸
成
、

交
流
人
口
の
増
で
あ
り
、
対
話

の
促
進
で
あ
る
と
思
う
。
人
口

が
減
っ
て
も
１
０
０
人
の
希
望
人

口
が
２
０
０
人
、
３
０
０
人
に

な
れ
ば
活
力
が
生
ま
れ
る
。

（
問
）
そ
れ
に
は
、
女
性
た
ち
が

能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
が
重

要
で
あ
る
。
そ
こ
で
女
性
の
活

動
の
活
性
化
を
支
援
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
。
今
回
二
期
目
の

深
津
町
政
の
公
約
に
は
、
男
女

共
同
参
画
・
女
性
対
策
の
推
進

が
語
ら
れ
て
い
な
い
や
に
と
れ

る
が
町
長
の
考
え
を
う
か
が
い

た
い
。

（
町
長
）
決
し
て
な
い
が
し
ろ
に

し
て
は
い
な
い
。
女
性
の
意
見

や
感
覚
は
男
性
と
は
違
う
視
点

を
持
っ
て
お
り
重
要
と
考
え
て

い
る
。
力
を
入
れ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
し
て
い
き
た
い
。
男
女
共
同

（
問
）
講
演
会
や
講
習
会
な
ど
へ
の

参
加
は
女
性
た
ち
が
多
い
。
し
か

し
、
政
策
策
定
の
会
や
委
員
会
、

審
議
会
な
ど
へ
の
登
用
に
な
る
と

女
性
の
数
は
非
常
に
少
な
い
。
当

て
職
で
あ
る
か
ら
仕
方
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
対
策
に
な
ら
な
い

と
思
う
。
地
方
経
済
界
や
国
県
レ

ベ
ル
に
お
い
て
は
女
性
の
登
用
率

も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
松
川
町

と
し
て
委
員
会
審
議
会
へ
一
定
の

割
合
は
女
性
を
登
用
す
る
制
度（
ク

オ
ー
タ
制
）
を
取
り
入
れ
て
、
町

女性の底力は強い

「最幸のまちづくり」への１歩

米米米米米米山山山山山山由由由由由由子子子子子子 議議議議議議米山由子 議員員員員員員員

長
の
目
指
す
「
最
幸
の
ま
ち
づ
く

り
」
へ
近
づ
け
て
い
く
考
え
は
な

い
か
。

（
町
長
）
委
員
会
な
ど
へ
は
少
し

ず
つ
女
性
の
参
加
も
多
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
し
か
し
区
、
自
治
会

な
ど
の
役
職
に
は
確
か
に
少
な
い

の
が
現
実
で
あ
る
。
ク
オ
ー
タ
制

に
つ
い
て
は
ち
ょ
っ
と
即
答
は
避

け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
問
）
本
年
度
は
果
樹
栽
培
１
０

０
年
目
を
迎
え
る
年
で
あ
る
。
先

人
た
ち
の
先
見
性
が
果
物
産
業
を

必
要
性
は
理
解
で
き
る
が
保
留
と
し
た
い

ク
オ
ー
タ
制
導
入
を
考
え
な
い
か

問答 参
画
事
業
も　
１０
年
余
り
続
け
て
来

た
。
今
後
も
内
容
を
精
査
し
て
、

時
代
に
合
っ
た
方
針
を
も
っ
て

担
当
課
へ
投
げ
か
け
な
が
ら
前

進
さ
せ
て
い
く
。

育
て
て
今
日
が
あ
る
と
思
う
。
町

と
し
て
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
を
行
い
町

民
が
認
識
を
深
め
感
謝
と
畏
敬
の

念
を
持
つ
こ
と
は
大
事
だ
と
思
う
。

そ
こ
で
、次
の
１
０
０
年
に
向
か
っ

て
果
物
の
町
と
し
て
の
持
続
性
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

（
町
長
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

私
は
１
回
立
ち
止
ま
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
も
含
め
て
考
え
、
各

種
施
策
の
展
開
を
し
て
い
く
が
、

意
見
や
声
に
も
耳
を
傾
け
て
い
き

た
い
。
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（
問
）
問
題
は
山
積
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
周
辺
の
問
題
、
上
片

桐
専
用
側
線
、
企
業
団
地
の
問

題
、
梅
松
苑
、
リ
ニ
ア
の
ま
ち
づ

く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
方
針

を
示
し
議
論
す
べ
き
だ
。
ま
た
、実

行
部
隊
の
職
員
が
効
率
的
に
動
い

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
課
題
解
決
に

至
ら
な
い
。
取
り
組
ん
で
も
具
体

目
標
が
な
い
か
ら
先
が
見
え
な
い
。

人
と
組
織
を
動
か
す
能
力
が
問
わ

れ
る
。

　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
相
違
な
る
も
補
完
し
合
う

行
動
体
系
で
あ
る
。
こ
こ
が
肝
心

だ
。
ま
ず
は
旧
態
依
然
と
し
た
体

質
を
改
善
す
る
こ
と
が
課
題
解
決

の
近
道
だ
が
。

（
町
長
）
一
期
４
年
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
や
っ
て
き
て
、
将
来
を
見

据
え
て
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

は
こ
れ
だ
け
で
良
い
か
と
考
え
て

い
る
。
具
体
的
な
こ
と
に
つ
い
て

は
課
題
は
山
積
で
行
政
は
終
わ
り

が
な
い
と
考
え
て
い
る
。
町
長
と

し
て
の
立
場
は
非
常
に
難
し
い
が

カ
ラ
ー
を
出
し
て
や
っ
て
い
き
た

い
。

（
問
）
議
会
提
言
し
た
子
ど
も
た

ち
の
基
礎
学
力
の
問
題
、
農
業
後

継
者
問
題
、
救
急
提
言
の
果
樹
成

木
伐
採
の
問
題
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
緊
急
課
題
は
す
ぐ
対
応
し

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
事
だ
。
即

座
の
対
応
を
。

（
町
長
）
基
礎
学
力
の
問
題
は
以

前
か
ら
教
育
長
に
お
願
い
し
て
い

る
し
総
合
教
育
会
議
が
４
月
に
行

わ
れ
、
そ
こ
で
も
お
願
い
を
し

た
。

（
産
業
観
光
課
長
）
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
で
で
き
る
こ

と
は
始
め
て
い
る
。
新
し
く
組
織

的
に
動
く
こ
と
は
こ
れ
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

で
も
対
応
し
て
い
き
た
い
。
課
の

組
織
目
標
に
掲
げ
て
取
り
組
む
。

御柱を町の観光に

登山ブームを生かせ

当
町
の
懸
案
事
項
は
何
と
考
え
、
ど
う
解
決
す
る

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

問答

黒黒黒黒黒黒澤澤澤澤澤澤哲哲哲哲哲哲郎郎郎郎郎郎 議議議議議議黒澤哲郎 議員員員員員員員

く
。
人
が
動
く
こ
と
で
情
報
が
動

き
物
が
動
き
、
経
済
が
動
い
て
い

く
と
考
え
て
い
る
。
青
年
の
家
の

あ
と
利
用
に
つ
い
て
は
ア
ウ
ト
ド

ア
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
考
え

て
い
き
た
い
。

（
要
望
）
他
に
な
い
地
域
の
宝
に

目
を
向
け
る
事
が
、
差
別
化
し
た

交
流
人
口
対
策
で
は
重
要
。
い
ろ

い
ろ
な
意
見
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
。

大
き
な
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
て
い
る

人
口
減
対
策
は
交
流
人
口
増
対
策
で

問答
（
問
）
ま
ち
づ
く
り
の
全
て
が
人

口
減
対
策
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る

と
思
う
が
交
流
人
口
増
は
そ
の
中

で
も
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
重

要
と
考
え
る
が
。

　

御
柱
を
町
の
観
光
に
。
地
域
の

宝
に
目
を
向
け
る
中
で
地
元
文
化

の
御
柱
を
特
徴
あ
る
参
加
型
の
お

祭
り
と
し
て
取
り
組
み
、
町
も
積

極
的
に
後
援
し
県
外
に
も
Ｐ
Ｒ
し

て
交
流
人
口
増
に
繋
げ
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
こ
の
伊
那
谷
は
中
央

ア
ル
プ
ス
と
南
ア
ル
プ
ス
、
二
つ

の
ア
ル
プ
ス
に
登
れ
る
絶
好
の
地

で
あ
る
。
今
は
登
山
ブ
ー
ム
が
再

来
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
登
山
、山

ガ
ー
ル
の
増
加
。
安
全
で
楽
し
い

登
山
の
で
き
る
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

と
し
て
、
ま
た
研
修
で
き
る
場
と

し
て
、
青
年
の
家
の
活
用
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

（
町
長
）
交
流
人
口
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
で
活
力
を
生
み
出
し
て
い
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「
議
会
だ
よ
り
」の
モ
ニ
タ
ー

の
方
か
ら
町
議
会
の
組
織
や

仕
組
み
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

の
説
明
が
あ
る
と「
議
会
だ
よ

り
」が
身
近
に
な
る
と
の
ご
意

見
を
い
た
だ
い
た
。

　

議
会
は
１
年
に
４
回
、３
月
、

６
月
、９
月
、　１２
月
に
開
催
さ
れ

て
い
る
。二
つ
の
常
任
委
員
会

に
分
か
れ
て
専
門
的
に
担
当
分

野
の
審
議
を
す
る
他
、全
員
協

議
会
が
あ
る
。最
終
的
に
は
議

場
に
お
い
て
の
採
択
が
行
わ

れ
る
案
件
も
あ
る
。こ
れ
か
ら

も
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。　
　

（
松
井　

悦
子
）

　

連
絡
先　

議
会
事
務
局

 

　
３６－

７
０
２
０

編
集
委
員

委 

員 

長 

加
賀
田　

亮

副
委
員
長 

森
谷　

岩
夫

委　
　

員 

松
井　

悦
子

　
 

同 

米
山　

俊
孝

　
 

同 

熊
谷　

宗
明

　
 

同 

黒
澤　

哲
郎

　
 

同 

菅
沼　

一
弘

あ
と
が
き

ど
う
も
こ
ん
に
ち
は
、池
田
茂
で
す
。 

　

私
は
、
東
京
の
生
ま
れ
で
、
浜
松
生

ま
れ
の
妻
と
結
婚
し
、
松
川
町
へ
引
っ

越
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
７
年
が
経
ち
、
今
で
は
４

人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
、
６
人
＋
ニ
ワ

ト
リ
２
羽
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
２７
歳
の
時
か
ら
自
治
会
に
入
れ
て
い

た
だ
い
て
、
行
事
な
ど
に
参
加
し
て
き

た
中
で
「
地
域
の
み
ん
な
で
暮
ら
し
て

い
る
」
と
い
う
感
じ
が
、
と
て
も
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
会
所
や
神
社
の
掃

除
、
河
川
清
掃
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
。
こ

う
い
っ
た
集
ま
り
に
出
て
い
く
と
、

色
々
な
世
代
の
方
々
と
話
を
す
る
機
会

に
恵
ま
れ
る
と
い
う
事
も
嬉
し
い
で
す
。

あ
る
時
、　

９０
歳
を
超
え
た
近
所
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
、
笑
顔
で
声
を
か
け
て
く

れ
ま
し
た
。

「
戦
争
は
昔
に

終
わ
っ
た
。
こ
う

し
て
平
和
な
い
い

時
代
が
き
た
。
み

ん
な
の
時
代
は

も
っ
と
良
い
時
代

が
く
る
か
ら
、
本

当
に
楽
し
み
だ
ね

え
」
と
。

ニ
ュ
ー
ス
な
ど

で
は
、
事
件
や
異

常
気
象
な
ど
が
目

に
つ
き
、
心
配
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
子
供
た
ち
を
育
て
て
い
く
私
た
ち

に
と
っ
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
言
葉
は

と
て
も
勇
気
を
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
町
で
暮
ら
し
、

子
供
た
ち
に
「
未
来
は
、
と
っ
て
も
明

る
い
ん
だ
よ
。」
と
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
み
ん

な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
町
、
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
国
、
そ
し
て
世
界
中
、
み
ん
な

が
幸
せ
に
暮
ら
せ
た
ら
、
い
い
の
に
な

あ
。

地
域
の
み
ん
な
で
暮
ら
し
て
い
る

桑
園
北
部　

池
田　

茂
・
智
穂
夫
妻


